
第２回意見交換会の説明依頼事項への回答 

※第２回会合（令和 2年 4 月 27 日）参考資料１「第２回経年劣化管理に係る ATENA との実務者レベルの

技術的意見交換会における ATENA への説明依頼事項」

説明依頼事項※ 回 答

(1) 「２．インプット情報の分類」には、インプット情報として国内情

報と海外情報が具体的に記載されています。海外情報は、EPRI レポート

（Browns Ferry １号機）、長期停止期間中の海外 OE 分析情報とされてい

ますが、この２種類で十分と判断した理由を説明して下さい。なお、原

子力規制委員会では、海外の運転経験として、U.S. NRC Regulatory

Issue Summaries 等 から幅広く情報を収集し、スクリーニングを行って

います。

① 

(2) 「３．現場経験等（１）国内 OE 情報」には、NUCIA 情報から「長期

停止」をキーワード検索し、情報を抽出したとされています。

（ａ）「長期停止」というキーワードで検索を行えば、長期停止に起因す

るものはほぼ全てが抽出されると考えてよいですか。

（ｂ）「長期停止」というキーワードで検索を行うと、３５件が抽出され

ました。そのうちから３件を抽出し、残りを抽出しなかった理由を説明

して下さい。

（ｃ）現在停止しているプラントは、２０１１年頃から停止しているも

のが多い中で、抽出期間を２０００～２００９年度とした理由を説明し

て下さい。

（ｄ）抽出された３件で傾向をみたとのことですが、傾向をみるには３

件は少なすぎるのではないでしょうか。

② 

(3) 「３．現場経験等（２）海外 OE 情報」として、「Brown Ferry の１

号機で現に発生した長期停止期間に保全活動と関係する不具合を EPRI レ

ポートから抽出した」とのことですが、同レポートは非開示です。技術

的内容のわかる資料を提示して下さい。

③ 

(4) 「５．ATENA ガイドラインへの反映（３）別添 Aの記載方針」に

は、「プラント運転期間に影響する可能性がある取替困難機器・構造物で

ある「原子炉圧力容器」「原子炉格納容器」及び「コンクリート構造物」

を対象に，経年劣化事象及び保全ポイントを整理した。」とされていま

す。「長期停止期間」と「運転期間」との関係を説明して下さい。

④ 

(5) 「５．ATENA ガイドラインへの反映（３）別添 Aの記載方針」の

「表９ 別添 Aにおいて整理した、プラント運転期間への影響の凡例」

には、「有」、「無①」及び「無②」の説明がされています。「無②」とな

った事象については、「プラント運転期間に影響ない」とされています

が、プラント運転期間中の対策は不要という意味ですか。この場合の

「プラント運転期間」とは４０年と考えてよいですか。

⑤ 

(6) 「別紙１ 添付資料及び別添 A の前提とした使用環境」の「図１

ATENA ガイドラインの技術ベースの前提とする使用環境について」に

は、使用条件が図示されていますが、始期と終期がどのタイミングなの

か、環境条件が具体的にわかるように説明して下さい。

⑥ 

資料２－５ 
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① 

(1) 「２．インプット情報の分類」には、インプット情報として国内情報と海外情

報が具体的に記載されています。海外情報は、EPRI レポート（Browns Ferry １号

機）、長期停止期間中の海外 OE 分析情報とされていますが、この２種類で十分と判

断した理由を説明して下さい。なお、原子力規制委員会では、海外の運転経験とし

て、U.S. NRC Regulatory Issue Summaries 等 から幅広く情報を収集し、スクリー

ニングを行っています。

【回答】 

・海外 OE 情報は、品質マネジメントシステムの予防処置プロセスに従い、事業者が継

続的に収集※・分析し、必要な予防処置を検討することで、不具合事例の水平展開等

を行っています。また、第１回会合資料２－２「安全な長期運転に向けた経年劣化管

理の取組 プラント長期停止期間中における保全について」ｐ２５に示すとおり、こ

のプロセスの中で、OE 情報に関し、経年劣化に係る新たな知見が確認された場合は、

各事業者の PLM 評価書に反映することとしており、OE 以外の海外知見も含め、経年劣

化に関する知見は、PLM 評価書に蓄積されています。

※１：予防処置プロセスのインプット情報としている海外情報は、表１に示すとおり、

OE 情報に加え、NRC の各種情報をはじめとした情報で構成されています。 

・一方、今回の ATENA ガイドラインの作成にあたっては、過去に発生した長期停止期間

中の経年劣化に関連する不具合事例を、新たにガイドラインにおいて整理する経年劣

化事象に関する技術ベースの具体的事例として反映することを目的としていること

から、以下の①②に従い、長期停止期間中の経年劣化に関する OE 情報を整理してい

ます。概要は、参考資料１「海外 OE 情報の調査結果について」を参照ください。

①米国 OE 情報の分析

・先述の予防処置プロセスのインプット情報として入手している情報のうち、改めて、

海外 OE 情報に着目し、米国 INPO 情報（非公開）※２を元に、長期停止期間中の経年劣

化に係る OE 情報を改めて整理しました。

※２：事業者の CAP 情報を米国大で共有しているものであり、米国規制に基づく事象

報告（Licensee Event Report）対象外の OE 情報も登録されている。 

・経年劣化事象に関する不具合は、一般的には、長期停止期間中に保管状態としていた

機器について通水、通電等を行う、起動前工程で顕在化するものと考え、分析対象と

した OE 情報は、プラントの起動時に発生した不具合事例を対象とし、各情報の不具

合発生原因を分析した結果、長期停止期間中の経年劣化事象に係るものをインプット

情報として抽出しました。

②EPRI レポートからの抽出
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① 

 

・EPRI レポート1においては、日本国内の事業者の長期停止期間中の保全活動をレビュ

ーする上で参考となる事例として、Browns Ferry1 号機の長期停止を挙げるとともに、

具体的に発生した事例として、使用しない系統中に、乾燥保管のための排水時に残っ

た原水が滞留すること等で生じた、残留熱除去給水（RHRSW）系統及び原水冷却水（RCW）

系統配管の腐食事象を挙げています。本事象は、起動前工程で顕在化した経年劣化で

はなく、①の OE 情報として抽出できないため、本事象もインプット情報として抽出

しました。 

 

（本頁以下余白） 

  

                                                  
1 Material Reliability Program: Electric Power Research Institute (EPRI) Review of 

the Japanese Nuclear Operators’ (JNO’s) Aging Management Plan for Prolonged 

Shutdown Periods (MRP-435): EPRI, Palo Alto, CA:2018.300201436. 

http://www.epri.com/#/search/mrp-435/?lang=en-US 
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① 

 

表１ 予防処置プロセスで収集している海外情報一覧 

 

種別 海外情報 

INPO 
（非公開） 

・Operating Experience Report （OE） 
事業者が自主的に提供する故障トラブル情報 

・IER Level-1 (INPO Event Report Level-1) 
１件以上の重要事象、重要な産業界の課題または悪化傾向に基づく提言を
含む報告書 

・IER Level-2 (INPO Event Report Level-2) 
発生した 1件以上の事象を特定し、事象の要旨と簡潔な説明を行い、原
因、要因、教訓などを示した報告書 

・IER Level-3 (INPO Event Report Level-3) 
重要または潜在的に重要な事象または傾向、重要な機器の故障、または重
大なヒューマンエラーの早期通知の報告書 

・IER Level-4 (INPO Event Report Level-4) 
機器あるいはヒューマンパフォーマンス問題に着目すべき動向を提供する
文書。参考提供。 

WANO 
（非公開） 

・Significant Operating Experience Report （SOER） 
収集した重要事象を基に WANO が作成する勧告を含んだ報告書 

・Significant Event Report （SER） 
WANO が調査した重要事象の報告書 

・ＷＡＮＯ Event Report （ENR） 
事業者が他のプラントで同じ事象の再発を防止するためＷＡＮＯが事業者
に提供する報告書 

NRC ・Bulletin（BL） 
安全上,環境上,または保障措置上重要な問題に関する情報の提出や対策の
実施を求めて発行する通達 

・Generic Letter（GL） 
規制要件や指針を伝達するため発行する通達で,要求事項が含まれること
もある 

・Information Notice（ＩＮ） 
安全上,環境上,または保障措置上重要であるかもしれない問題について発
行する通知  

・Regulatory Issue Summaries（RIS） 
 NRC から事業者への NRC の技術的・政策的方針等の NRC 提供情報,連絡。公
式の備忘録に近い位置づけ。 

・10 CFR Part21 Report（Part21） 
安全上懸念となる欠陥または認可ベースへの不適合発見時の（主にメーカ
から）ＮＲＣへの伝達。 国内プラントで使用している機器に関連する情
報のみを対象とする。 

・Preliminary Notification Report（PNR）  
発電所のトラブル情報等に関する情報のうち重要と思われる臨時通知。
（ＮＲＣ内部連絡用）INPO OE と重複するため、緊急情報（Alert 他）の
み対象とする。 

・Event Notification Report（ENR）  
事業者が他のプラントで同じ事象の再発を防止するため、迅速に提供する
報告書 INPO OE と重複するため、緊急情報（Alert 他）のみ対象とする。 

IAEA ・Nuclear Events Web-based System (NEWS)（公開） 
原子力発電所や核燃料サイクル施設等で発生した重要事象や、放射性物質
管理等に関する情報（INES レベル２以上等）  

・Incident Reporting System(IRS)(非公開） 
IAEA と OECD/NEA が運営するトラブル情報報告システムの情報 
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② 

 

(2) 「３．現場経験等（１）国内 OE 情報」には、NUCIA 情報から「長期停止」をキ

ーワード検索し、情報を抽出したとされています。 

（ａ）「長期停止」というキーワードで検索を行えば、長期停止に起因するものはほ

ぼ全てが抽出されると考えてよいですか。 

（ｂ）「長期停止」というキーワードで検索を行うと、３５件が抽出されました。そ

のうちから３件を抽出し、残りを抽出しなかった理由を説明して下さい。 

（ｃ）現在停止しているプラントは、２０１１年頃から停止しているものが多い中

で、抽出期間を２０００～２００９年度とした理由を説明して下さい。 

（ｄ）抽出された３件で傾向をみたとのことですが、傾向をみるには３件は少なす

ぎるのではないでしょうか。 

 

【回答】 

（ａ）長期停止期間中の経年劣化に係る国内 OE の抽出は、ATENA ガイドラインで作成

する経年劣化事象に関する技術ベースとの紐づけを可能な限り網羅的に行えるよう、

①の NUCIA 情報のキーワード検索に加え、②③の方法で更なる情報の抽出を試みま

した。調査結果は、参考資料２「国内 OE 情報の調査結果について」を参照ください。 

 

 ①：2019 年 12 月登録時点の NUCIA 情報を「長期停止」をキーワード検索することで

抽出された OE 情報のうち、長期停止期間中の経年劣化に係る OE 情報をスクリーニ

ングした情報（資料２－２の３（１）①（ｐ１）参照） 

 【説明】 

  NUCIA 情報は、トラブル等情報の原因を登録する様式としており、トラブル等情報

の原因が、長期停止期間中の経年劣化に係るものであれば、当該記載欄に有意な情

報が掲載されているものと考え、抽出方法として本方法を採用。 

 ②：各事業者からのヒアリング（資料２－２の３（１）①（ｐ２）参照） 

 【説明】 

  NUCIA 情報について、①の検索ワードでは必要な情報が抽出されない可能性がある

ため、各事業者に、東日本大震災以降の長期停止期間を対象に、①に加える必要が

ある OE 情報の有無を確認。 

 ③：東日本大震災以前の期間におけるトラブル等情報の分析結果の確認（資料２－２

－の３（１）①（ｐ２）参照） 

 【説明】 

  ①②の情報に加え、東日本大震災以前に発生したトラブル等情報で、長期停止期間

中の経年劣化に係るトラブル等情報の有無を確認するため、事業者の自主活動とし

て、再稼働するにあたり懸案事項を共有するための活動として実施していた、2000

～2009 年度までに原子炉起動時に発生※したトラブル等情報（NUCIA 情報）の抽出

結果（29 件）より、長期停止期間中の経年劣化に係る OE 情報の有無を確認。 

  ※：経年劣化事象に関する不具合は、一般的には、長期停止期間中に保管状態とし

ていた機器について通水、通電等を行う起動前工程で顕在化するものと考え、抽出
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② 

 

対象を原子炉起動時に絞ったもの。 

 

 また、①～③の調査に加え、NUCIA 登録に満たないような不具合情報で、長期停

止期間中の経年劣化に係る不具合の発生状況を確認することを目的に、①～③に加

え、各事業者の CAP 情報をサンプル収集しており、この結果を別表２に示していま

す。（資料２－２の３（１）②参照） 

 

（ｂ）（ａ）に従い NUCIA 情報の「長期停止」キーワード検索で抽出された３４＊件のト

ラブル等情報は、経年劣化以外の原因によるものも含まれているため、長期停止期

間中の経年劣化による情報のみスクリーニングしました。調査結果は、参考資料２

「国内 OE 情報の調査結果について」を参照ください。 

なお、３件の OE 情報の内訳は、①NUCIA 情報の「長期停止」キーワードから抽出さ

れたものが２件、②各事業者からのヒアリングで抽出されたものが１件、③東日本

大震災以前の期間におけるトラブル等情報の分析結果の確認により得られたもの

が０件です。 

 ※：なお、ガイドライン作成にあたり ATENA にて行ったスクリーニング作業後、NUCIA

通番 13058 の情報に関し、原因調査結果の情報として新たに「長期停止」の用語を

使用した情報が登録されたため、2020 年 4 月時点で「長期停止」のキーワードで検

索すると、３５件のトラブル等情報が抽出されます。当該情報については、別途、

ATENA-WG でスクリーニングを行い、必要に応じて添付資料への反映を検討します。 

 

（ｃ）回答（ａ）を参照ください。 

 

（ｄ）長期停止プラントに係る経年劣化で、現に不具合として顕在化した劣化の傾向に

ついては、NUCIA 情報をベースにした３件のみでは件数が少ないため、CAP 情報や

海外 OE 情報で拡充し、３（３）のように一般化しています。 

（本頁以下余白） 
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③ 

 

(3) 「３．現場経験等（２）海外 OE 情報」として、「Brown Ferry の１号機で現に

発生した長期停止期間に保全活動と関係する不具合を EPRI レポートから抽出した」

とのことですが、同レポートは非開示です。技術的内容のわかる資料を提示して下

さい。 

 

【回答】 

・Browns Ferry1 号機で発生した長期停止期間中の経年劣化に関する事象として EPRI

レポートで言及している事象については、米国事業者のライセンス更新申請に係る審

査資料で公開されており、公開資料の ADAMS※通番及び同公開資料の概要説明につい

て、参考資料「海外 OE 情報の調査結果について」に掲載しました。 

 ※：The Agencywide Documents Access and Management System の略。 

 

（本頁以下余白） 
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④ 

 

(4) 「５．ATENA ガイドラインへの反映（３）別添 Aの記載方針」には、「プラント

運転期間に影響する可能性がある取替困難機器・構造物である「原子炉圧力容器」

「原子炉格納容器」及び「コンクリート構造物」を対象に，経年劣化事象及び保全

ポイントを整理した。」とされています。「長期停止期間」と「運転期間」との関係

を説明して下さい。 

 

【回答】  

・別添 A は、長期停止期間中の経年劣化が、再稼働後のプラント運転期間に影響を及

ぼさないように保全活動を行うことを促せるよう、長期停止期間中の経年劣化事象

がプラント運転期間に及ぼす影響と保全ポイントを技術ベースとして整理したもの

です。（参考資料３のｐ１参照） 

・「長期停止期間」及び「プラント運転期間」は、それぞれ以下の定義で記載していま

す。 

 

 長期停止期間： 

 東日本大震災以降に原子炉を停止し、実用炉規則に基づき停止期間がおおむね１年

を超えた「特別な状態」にある期間を指す。 

 

 プラント運転期間： 

 原子炉等規制法第四十三条の三の三十二に基づく運転期間を指す。 

   

 

 

 

（本頁以下余白） 

 

 

8



⑤ 

 

(5) 「５．ATENA ガイドラインへの反映（３）別添 Aの記載方針」の「表９ 別添 A

において整理した、プラント運転期間への影響の凡例」には、「有」、「無①」及び

「無②」の説明がされています。「無②」となった事象については、「プラント運転

期間に影響ない」とされていますが、プラント運転期間中の対策は不要という意味

ですか。この場合の「プラント運転期間」とは４０年と考えてよいですか。 

 

【回答】 

（１）「プラント運転期間に影響ない」について 

・無②に該当する経年劣化事象は、資料２－２の別紙４「ATENA ガイドライン（別添 A）

と技術ベースとの関係」に示すとおり、経年劣化事象に係る技術ベース及び保管環境

を踏まえると、長期停止期間中は発生、進展しない、または当該設備に要求される機

能に対する影響が極めて小さい劣化であるものと整理したものです。 

・一方、プラント運転期間中は、無②に該当する経年劣化事象も、劣化の発生、進展が

想定されるため、日常保全による機能確保や、プラント運転期間を通じた経年劣化の

評価及び当該評価結果踏まえ必要に応じて追加保全を行う必要があります。 

 

（２）「プラント運転期間」について 

・「プラント運転期間」は、国内規制において想定される運転期間の最大年数である 60

年を前提としております。 

・なお、プラント運転期間について、法令上は最大で 60 年と規定されていますが、経

年劣化という技術的な観点からは、原子力発電所が安全性を維持し運転すること可能

な期間は、個別の機器の経年劣化事象を評価した結果として、各設備の安全機能が維

持できるかどうかという観点から定まるものであり、一律に最大 60 年と定まるもの

ではありません。 

（本頁以下余白） 
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⑥ 

 

(6) 「別紙１ 添付資料及び別添 A の前提とした使用環境」の「図１ ATENA ガイ

ドラインの技術ベースの前提とする使用環境について」には、使用条件が図示され

ていますが、始期と終期がどのタイミングなのか、環境条件が具体的にわかるよう

に説明して下さい。 

 

【回答】 

・ATENA ガイドラインの技術ベースの前提とする使用環境は、実用炉規則に基づく、停

止期間がおおむね１年を超えた「特別な状態」にある期間に想定される使用環境とし

ています。 

・「特別な状態」の始期は、個別事業者のプラント状態により、冷温停止状態の維持時、

燃料取出後のように様々な前提が考えられますが、より保守側の技術ベースを整理す

るため、別紙１の図１のとおり冷温停止状態の維持時を始期として定義しています。

また、終期は、各事業者において使用しない機器の保管対策を終了する時期である燃

料装荷前としています。 

・「特別な状態」の期間中の個別機器の使用環境について、全ての機器の使用条件や使

用環境を踏まえ一律に定義することが困難である一方で、原子力発電所での保全活動

を効果的に行うことを促すためには、使用しない機器に対する一般化した知見を整理

することは重要であるため、ガイドラインにおいては、資料２－２別紙１の添付資料

①（１）に従い、使用条件として「使用しない」と分類されたものに対する保管環境

を資料２－２別紙１（２）と想定し、この前提の下、添付資料①を整理しています。 

・また、別添 Aについては、具体的な機器・構造物が特定されているため、資料２－２

別紙１表１に、想定される使用環境を記載しています。上記の始期・終期を踏まえ、

別添 A対象機器・構造物において具体的に想定した環境条件について、表６に示しま

す。 
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⑥
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海外 OE 情報の調査結果について 

 

 

 国内及び海外の OE 情報については、品質マネジメントシステムに従い、予防処置プロセス

の中で継続的に収集・分析しており、経年劣化事象に関連する OE については、継続的に事業

者大の枠組みでスクリーニングするとともに、新たな知見が得られた場合は、適宜各事業者

の PLM 評価書に反映することとしている。 

 ATENA ガイドラインの作成にあたっては，これらの OE 情報に対し、長期停止期間中の経年

劣化に着目した不具合事例の収集のため、米国の事例について、以下の方法で事例の抽出を

行った。（図１参照） 

 

 ①米国 OE 分析情報 

事業者は、INPO のライブラリ（非公開）に登録されている米国のトラブル等情報につい

て、予防処置プロセスの中で、JANSI を通じて入手している。 

この OE 情報のうち、過去に１年以上の長期停止を経験し、2000 年以降に再稼働した米

国プラント（表１参照）で、再稼働時（出力運転開始 1 か月前～3 か月後）に発生した不

具合の OE 情報（総数 164 件）を抽出し、その上で、長期停止期間中の経年劣化事象に関す

る不具合をスクリーニングした結果、4件が抽出された。 

 

表１ 長期停止経験プラント（停止（始期）別にソート） 

対象プラント 停止（始期） 再起動時期 

Browns Ferry 1 1985 年 3 月 2007 年 5 月 

D.C.Cook 2 1997 年 9 月 2000 年 6 月 

D.C.Cook 1 1997 年 9 月 2000 年 12 月 

Davis Besse 1 2002 年 2 月 2004 年 3 月 

D.C.Cook 1 2008 年 9 月 2009 年 12 月 

Indian Point 2 2000 年 2 月 2001 年 1 月 

Fort Calhoun 1 2011 年 4 月 2013 年 12 月 

 

 ②EPRI レポートからの抽出 

  事業者の経年劣化影響評価技術レポートに対する EPRI レビュー結果では、長期停止期間

中の保全活動をレビューする上で参考となる事例として、Browns Ferry1 号機の長期停止

を挙げている。 

同レポートにおいては、具体的に発生した事例として、使用しない系統中に、乾燥保管

のための排水時に残った原水が滞留すること等で生じた、残留熱除去給水（RHRSW）系統及

び原水冷却水（RCW）系統配管の腐食事象を挙げている。 

 

 上記①②で抽出された不具合事例を表２に示す。  

参考資料１ 

12



 

 

 

 

 
 

 

 

図１ 海外 OE 情報の抽出結果 
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関連する公開資料 一覧 

 

No. NRC 通番＊１ 資料名 

1 

 

ML040510241 

 

BROWNS FERRY NUCLEAR PLANT (BFN) – UNITS 1, 2 AND 3 – JANUARY 

28, 2004 MEETING FOLLOW-UP – ADDITIONAL INFORMATION 

ML050320208 

 

 

 

 

BROWNS FERRY NUCLEAR PLANT (BFN) – UNITS 1, 2, AND 3 LICENSE 

RENEWAL APPLICATION (LRA) – RELATING TO SECTION 3.0 UNIT 1 LAY 

UP QUESTIONS – RESPONSE TO AGING OF MECHANICAL SYSTEMS DURING 

THE EXTENDED OUTAGE OF BROWNS FERRY NUCLEAR PLANT UNIT 1 – NRC 

REQUEST FOR ADDITIONAL INFORMATION (RAI) (TAC NOS. 

MC1704,MC1705, AND MC1706) 

ML053320331 

 

BROWNS FERRY NUCLEAR PLANT (BFN) – UNITS 1, 2, AND 3 –LICENSE 

RENEWAL APPLICATION (LRA) – SUPPLEMENTAL RESPONSES TO NRC 

REQUESTS (TAC NOS. MC1704, MC1705, AND MC1706) 

2 ML010810230 

LER＊２番号： 

3152001001 

Reactor Trip Due to Loss of Main Feedwater Pump 

3-5  公開文献なし（法令報告対象外） 

 

＊１：米国 NRC の ADAMS（The Agencywide Documents Access and Management System）の通

番を示す。 

＊２：Licensee Event Report の略（米国規制 10CFR50.73 に基づく事象報告） 
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（参考） 

 

Browns Ferry1 号機で発生した配管腐食に関する情報 

（公開資料より概要を整理） 

 

○ML040510241（2004 年 2 月）の内容 

 事業者（Tennessee Valley Authority：TVA）が行った Browns Ferry の License Renewal 

Application(LRA)の申請に対し、NRC より経年劣化管理プログラム（AMP）等に関する追加情報の

提示の要求があり、TVA より以下のとおり回答。 

 

＜レイアップ状態＞ 

 Browns Ferry1 号機では、乾燥保管・湿式保管の「レイアッププログラム」を作成。長期

停止期間中、1号機及び 1～3号機共用部分のうち保管対象設備等は、以下の４つのいずれか

の状態で保管されていた。 

 １）Lay-up Program-Dry 湿度 60%以下の目標環境下で乾燥保管を実施 

 ２）Lay-up Program-Wet 内部環境：流動体、飽和空気、脱塩水の下で湿式保管を実施 

 ３）Dry Lay-up-Not in Lay-up Program レイアッププログラム対象外（湿度を含む空気

の下で保管。保管中の湿度管理は実施していない） 

 ４）Wet Lay-up-Not in Lay-up Program レイアッププログラム外（処理済水又は原水下

で保管） 

 

＜影響評価＞ 

 運転延長にあたり織り込むような新たな経年劣化管理プログラムはなし。また、以下の環

境のものは、再起動前に潜在的な経年劣化影響の確認のために検査を行う。 

 １）外部環境（表面：215F°未満）で空気を内包するもの： 

  ・影響する系統：主蒸気系、給水系及び加熱器のドレン・ベント系 

  ・経年劣化影響：レイアップ中の炭素鋼表面の全面腐食による金属の損耗（炭素鋼の全

面腐食は、運転中の温度 215F°以上の場合は想定不要）。 

  ・1 号機の再起動前には、配管及び機器を点検し、必要に応じ是正処置を実施。 

 ２）内部環境で空気/ガスを内包するもの： 

  ・影響する系統：格納容器不活性ガス系、格納容器空気逃がし系、給水系 

  ・経年劣化影響：炭素鋼や低合金鋼等におけるすき間腐食やピッティング、異種金属接

触腐食による金属の損耗。鋳鉄や合金における選択腐食による金属の損耗、アルミニ

ウム合金の応力腐食割れによる割れの成長。 

   更なる経年劣化影響は、湿気の影響次第。通常運転時は有意な湿気のない空気・ガス

の環境にあるが、レイアップ中は湿気の制御は行っていない。 

  ・1 号機の再起動前には、配管を点検し、必要に応じ是正処置を実施。 
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○ML050320208（2005 年 1 月）の内容 

 TVA の AMP の確認にあたり NRC が提示した追加情報の提示要求に対し、TVA が回答したもの。こ

のうち、原水系の配管腐食に関しては、運転経験に関する説明で以下のとおり述べられている。 

 

 残留熱除去給水（RHRSW）のループⅠは、腐食が発生したので取り替える。当該ループは、

当該配管は満水状態の地下配管と繋がっており、地下部の暖気環境下の配管から水蒸気が流

れる環境となっていた。 

配管等は、水が溜まる可能性のある箇所を検査対象と選定し肉厚測定を実施※。検査結果

に応じて取替対象を判断。弁や熱交換器は、目視点検及び必要に応じ UT を実施。 

※；原水を扱う系統では、検査の結果多くの部位で劣化が見られたため、取替を実施。 

 

 

○ML053320331（2005 年 11 月）の内容 

 NRC からの以下の追加情報提供の要求に対し TVA が回答を行ったもの。このうち、原水系の配

管腐食に関する TVA からの追加情報は以下のとおり。 

 

 湿式保管対象設備は劣化の観点から問題となるものは見当たらなかった。乾燥保管対象設

備は、一部は、排水をしたが保管環境がコントロールされていない箇所があり、劣化が進展

したものがある。具体的には、原子炉建屋内の RHRSW の配管及び原水冷却水（RCW）の小口径

配管が挙げられる。 

 RHRSW の配管は、通常時は川から採取した水を扱っている。原子炉建屋内の RHRSW 配管は

1985 年に排水を行っているが、湿気を多量に含んだ水が残っていた。当該配管は、RHRSW ト

ンネルを通っており、排水できなかった埋設配管と繋がっていた。埋設部の配管内の水が蒸

散し、トンネル内及び原子炉建屋内の配管に混入した。トンネル内の温度は冷たく、RHRSW

配管内での劣化進展は発生しなかったが、原子炉建屋内の配管の環境は、65F°～90F°のよ

うな環境であった。この環境下で深刻な配管腐食が発生した。UT や目視点検の結果、経年劣

化影響は、満水部では見られず、排水後、湿気を含む環境の配管でのみ確認された。この劣

化は、3 号機でも確認され、必要な配管取替を行った。この経験を踏まえ、1 号機について

も配管取替を行った。 

 RCW の小口径配管も排水されていたが、弁の漏えいにより、水が同系統に再混入したため

腐食が発生した。 

 

以 上 
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国内 OE 情報の調査結果について 

 

 

 ATENA ガイドラインの作成にあたっては，長期停止期間中の経年劣化に着目した不具合事

例の収集のため、NUCIA 情報を元に、以下の方法で事例の抽出を行った。 

 

① ：2019 年 12 月登録時点の NUCIA 情報を「長期停止」をキーワード検索することで抽出さ

れた OE 情報のうち、長期停止期間中の経年劣化に係る OE 情報をスクリーニングした情

報 

【説明】 

  NUCIA 情報は、トラブル等情報の原因を登録する様式としており、トラブル等情報の原因

が、長期停止期間中の経年劣化に係るものであれば、当該記載欄に有意な情報が掲載され

ているものと考え、抽出方法として本方法を採用。 

 

 ②：各事業者からのヒアリング 

 【説明】 

  NUCIA 情報について、①の検索ワードでは必要な情報が抽出されない可能性があるため、

各事業者に、東日本大震災以降の長期停止期間を対象に、①に加える必要がある OE 情報

の有無を確認。 

 

 ③：東日本大震災以前の期間におけるトラブル等情報の分析結果の確認 

 【説明】 

  ①②の情報に加え、東日本大震災以前に発生したトラブル等情報で、長期停止期間中の

経年劣化に係るトラブル等情報の有無を確認するため、事業者の自主活動として、再稼働

するにあたり懸案事項を共有するための活動として実施していた、2000～2009 年度まで

に原子炉起動時に発生※したトラブル等情報（NUCIA 情報）の抽出結果（29 件）より、長

期停止期間中の経年劣化に係る OE 情報の有無を確認。 

  ※：経年劣化事象に関する不具合は、一般的には、長期停止期間中に保管状態としてい

た機器について通水、通電等を行う起動前工程で顕在化することから、抽出対象を原

子炉起動時に絞ったもの。 

 

 ①～③による抽出結果は、図１のとおり。また、それぞれのスクリーニング情報は、表１

～３参照。 

以 上 
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図１ 国内 OE 情報の抽出結果 
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表
１
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象

1
1
2
9
0
3

2
0
1
8
-
中

部
-
M

0
0
6

浜
岡

3
,5

号
換

気
空

調
設

備
フ

ィ
ル

タ
の

損
傷
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象
の

原
因

】
プ

ラ
ン

ト
運

転
中

は
定

期
的

に
フ

ィ
ル

タ
の

点
検

を
実

施
し

て
い

た
も

の
の

、
プ

ラ
ン

ト
長

期
停

止
中

に
つ

い
て

は
、

フ
ィ

ル
タ

の
差

圧
管

理
の

み
実

施
し

て
い

た
た

め
、

フ
ィ

ル
タ

の
経

年
劣

化
に

気
付

か
ず

、
損

傷
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

し
た

。

時
間

依
存

性
の

あ
る

劣
化

＞
劣

化
〇

抽
出

対
象

外
と

す
る

説
明

：
使

用
す

る
機

器
の

保
全

方
式

（
時

間
基

準
保

全
）
の

問
題

で
あ

る
た

め

2
1
2
4
9
4

2
0
1
6
-
四

国
-
M

0
0
2

伊
方

2
号

伊
方

発
電

所
２

号
機

　
余

熱
除

去
系

統
ベ

ン
ト

配
管

の
ひ

び
割

れ
に

つ
い

て

【
事

象
の

原
因

】
調

査
の

結
果

、
配

管
溶

接
部

の
ひ

び
割

れ
は

、
プ

ラ
ン

ト
長

期
停

止
期

間
の

た
め

、
余

熱
除

去
冷

却
器

を
バ

イ
パ

ス
す

る
系

統
で

の
運

転
を

長
期

間
実
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し

た
こ

と
に

よ
り
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該
配

管
に
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き

な
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動
が
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し
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こ
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に
よ

る
も

の
と

推
定

し
た
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時
間

依
存

性
の

あ
る

劣
化

＞
疲

労
割

れ
〇

抽
出

対
象

と
す

る

説
明

：
使

用
条

件
の

変
更

に
よ

り
進

行
し

た
経

年
劣

化
に

該
当

3
1
2
4
1
2

2
0
1
6
-
中

部
-
M

0
0
3

浜
岡

3
号

圧
力

抑
制

室
で

の
異

物
の

確
認

（
原

子
炉

格
納

容
器

内
塩

分
除

去
フ

ィ
ル

タ
の

一
部

破
損

）

【
再

発
防

止
対

策
】

ｂ
．

更
な

る
リ

ス
ク

低
減

　
ａ
．

の
設

備
対

策
に

よ
っ

て
，

塩
分

除
去

フ
ィ

ル
タ

損
傷

の
発

生
リ

ス
ク

は
低

減
で

き
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

そ
れ

ら
に

加
え

て
で

き
る

限
り

の
リ

ス
ク

低
減

を
実

施
す

る
た

め
，

管
理

面
に

お
い

て
も

対
策

を
実

施
す

る
。

具
体

的
に

は
以

下
①

～
③

の
管

理
方

法
を

追
加

す
る

。
①

塩
分

除
去

フ
ィ

ル
タ

定
期

取
替

の
実

施
　

取
替

頻
度

は
，

プ
ラ

ン
ト

長
期

停
止

前
の

実
績

（
5
サ

イ
ク

ル
毎

の
本

格
点

検
に

合
わ

せ
て

取
替

実
施

）
を

踏
ま

え
て

1
回

／
1
5
ヶ

月
（
3
ヶ

月
／

定
検

×
5
サ

イ
ク

ル
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の

頻
度

で
取

替
え

る
こ

と
と

し
，

点
検

計
画

に
反

映
す

る
こ
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で

管
理

し
て

い
く
。

②
塩

分
除

去
フ

ィ
ル

タ
外

観
点

検
の

実
施

　
実

施
頻

度
は

，
プ

ラ
ン

ト
長

期
停

止
前

の
実

績
（
定

期
点

検
毎

の
塩

分
除

去
装

置
運

用
に

合
わ

せ
て

実
施

）
を

踏
ま

え
て

1
回

／
3
ヶ

月
程

度
の

頻
度

で
外

観
点

検
を

実
施

す
る

。
ま

た
，

再
発

防
止

対
策

で
設

置
す

る
バ

ッ
フ

ル
プ

レ
ー

ト
及

び
ワ

ッ
シ

ャ
ブ

ル
フ

ィ
ル

タ
に

つ
い

て
も

合
わ

せ
て

外
観

点
検

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
，

点
検

計
画

に
反

映
す

る
こ

と
で

管
理

し
て

い
く
。

設
計

・
製

作
不

良
＞

設
計

不
良

抽
出

対
象

外

4
1
2
4
4
1

2
0
1
6
-
東

北
-
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0
0
2

東
通

1
号
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C

IC
タ

ー
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ン
ポ

ン
プ
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け

る
漏

え
い

【
事

象
の

概
要
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高

圧
炉
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ス

プ
レ

イ
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ン

プ
点

検
後
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り
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業
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実

施
し

て
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た
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で
あ

る
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き
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が
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と

な
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て
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な
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レ
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。
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、
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検
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で
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。
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。
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５
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．
１

１
）
に

長
期

停
止

中
で

２
７

５
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Ｔ
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＞
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果
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検
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「
長

期
停

止
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で
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出

さ
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ト

ラ
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等
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報
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＊
：
N

U
C
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報
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。
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。
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ト
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期
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止
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記

載
箇

所
原

因
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類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
１

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
全

文
検

索
「
長

期
停

止
」
で

抽
出

さ
れ

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

6
1
2
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9
8

2
0
1
5
-
関

西
-
M

0
0
1

高
浜

2
号

Ａ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

室
内

に
お

け
る

蒸
気

漏
れ

に
つ

い
て

【
原

因
調

査
の

概
要

】
　

現
場

調
査

の
結

果
、

配
管

フ
ラ

ン
ジ

部
の

パ
ッ

キ
ン

の
破

損
を

確
認

し
た

。
（
１

）
施

工
状

況
の

調
査

　
・
配

管
フ

ラ
ン

ジ
の

ボ
ル

ト
締

付
力

や
パ

ッ
キ

ン
面

圧
は

正
常

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
　

・
Ａ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
清

水
加

熱
器

補
助

蒸
気

供
給

弁
を

取
り

外
し

た
際

、
下

流
側

配
管

に
ド

レ
ン

水
が

滞
留

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

（
２

）
運

転
状

況
の

調
査

　
・
運

転
状

況
の

聞
き

取
り

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

Ｂ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

の
起

動
準

備
の

た
め

、
暖

機
に

用
い

る
蒸

気
を

清
水

加
熱

器
に

通
気

し
た

際
、

異
音

が
発

生
し

て
い

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
　

・
プ

ラ
ン

ト
の

長
期

停
止

に
伴

い
、

補
助

蒸
気

の
使

用
を

抑
制

す
る

観
点

か
ら

平
成

２
５

年
８

月
に

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
の

暖
機

運
転

を
「
常

時
実

施
」
か

ら
、

「
起

動
前

実
施

」
へ

と
変

更
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

運
転

・
操

作
不

良
＞

運
転

・
操

作
不

良
抽

出
対

象
外

7
1
2
0
4
1

2
0
1
4
-
東

京
-
M

0
1
6

柏
崎

刈
羽

7
号

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（
Ａ

）
の

停
止

装
置

に
関

わ
る

軽
度

な
不

具
合

に
つ

い
て

【
事

象
発

生
時

の
状

況
】

平
成

２
６

年
５

月
１

５
日

（
木

）
１

６
時

頃
，

７
号

機
に

お
い

て
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

(Ａ
)(

以
下

Ｄ
／

Ｇ
(Ａ

))
の

長
期

停
止

に
伴

う
点

検
手

入
れ

後
に

、
機

械
式

過
速

度
ト

リ
ッ

プ
試

験
（
以

下
試

験
）
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
，

機
械

式
過

速
度

ト
リ

ッ
プ

装
置

（
以

下
Ｓ

Ｇ
ガ

バ
ナ

※
）
の

ト
リ

ッ
プ

値
が

設
定

範
囲

か
ら

外
れ

て
い

た
た

め
設

定
を

調
整

し
試

験
を

実
施

し
た

結
果

，
ト

リ
ッ

プ
値

が
設

定
値

内
（
１

，
１

３
０

～
１

，
１

５
０

ｒｐ
ｍ

）
に

て
ト

リ
ッ

プ
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

，
再

確
認

の
為

，
試

験
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
，

調
整

し
て

い
な

い
に

も
関

わ
ら

ず
ト

リ
ッ

プ
値

が
約

２
０

ｒｐ
ｍ

低
下

す
る

事
象

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

試
験

を
中

止
し

た
。

な
お

、
本

事
象

が
発

生
し

た
以

前
の

平
成

２
６

年
２

月
２

０
日

（
木

）
１

５
時

３
０

分
頃

、
６

号
機

に
お

い
て

も
、

設
定

範
囲

内
に

収
め

る
こ

と
が

出
来

な
い

事
象

が
発

生
し

、
ト

リ
ッ

プ
値

の
設

定
を

調
整

し
た

が
設

定
範

囲
内

に
収

め
る

こ
と

が
出

来
ず

，
試

験
を

中
止

し
た

事
象

が
、

確
認

さ
れ

て
い

る
。

運
転

・
操

作
不

良
＞

運
転

・
操

作
不

良
抽

出
対

象
外

8
1
1
9
6
3

2
0
1
3
-
中

部
-
M

0
1
2

浜
岡

5
号

浜
岡

原
子

力
発

電
所

５
号

機
【
事

象
発

生
時

の
状

況
】

　
当

初
、

塩
分

除
去

装
置

の
使

用
期

間
を

約
４

ヶ
月

と
想

定
し

て
い

た
た

め
、

設
備

所
管

課
は

、
定

期
的

な
点

検
は

不
要

と
判

断
し

、
社

内
規

程
に

基
づ

き
、

『
補

修
・
取

替
お

よ
び

改
造

計
画

』
を

策
定

し
た

。
　

と
こ

ろ
が

、
運

用
開

始
後

、
設

備
の

不
具

合
に

よ
る

使
用

中
断

に
よ

り
、

使
用

期
間

が
当

初
の

想
定

を
超

え
る

こ
と

と
な

っ
た

。
こ

の
た

め
、

定
期

的
な

点
検

の
計

画
を

策
定

し
た

が
、

当
該

計
画

を
『
保

全
計

画
（
※

１
）
』
の

う
ち

『
点

検
計

画
』
と

し
て

定
め

る
べ

き
と

こ
ろ

、
『
補

修
・
取

替
お

よ
び

改
造

計
画

』
の

一
環

で
あ

る
と

誤
認

し
、

保
安

規
定

に
基

づ
く
『
保

全
重

要
度

』
の

設
定

お
よ

び
保

安
規

定
に

基
づ

く
『
点

検
計

画
』
の

策
定

の
手

続
き

を
実

施
し

な
か

っ
た

。

※
１

　
『
保

全
計

画
』
と

は
構

築
物

、
系

統
お

よ
び

機
器

の
適

切
な

単
位

ご
と

に
点

検
・

補
修

等
の

方
法

、
実

施
頻

度
お

よ
び

時
期

を
具

体
的

に
定

め
た

も
の

で
あ

り
、

『
点

検
計

画
』
、

『
補

修
・
取

替
お

よ
び

改
造

計
画

』
お

よ
び

『
特

別
な

保
全

計
画

』
が

あ
る

。
『
点

検
計

画
』
と

は
、

点
検

の
方

法
な

ら
び

に
そ

れ
ら

の
実

施
頻

度
お

よ
び

時
期

を
定

め
た

も
の

を
い

う
。

『
補

修
・
取

替
お

よ
び

改
造

計
画

』
と

は
、

補
修

、
取

替
お

よ
び

改
造

の
方

法
な

ら
び

に
そ

れ
ら

の
実

施
時

期
を

定
め

た
も

の
を

い
う

。
『
特

別
な

保
全

計
画

』
と

は
、

地
震

や
事

故
に

よ
り

、
長

期
停

止
を

伴
っ

た
点

検
等

を
実

施
す

る
場

合
等

の
方

法
お

よ
び

実
施

時
期

を
定

め
た

も
の

を
い

う

保
守

・
施

工
不

良
＞

保
守

不
良

抽
出

対
象

外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

「
長

期
停

止
」
記

載
箇

所
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
１

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
全

文
検

索
「
長

期
停

止
」
で

抽
出

さ
れ

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

9
1
1
9
2
1

2
0
1
3
-
東

京
-
M

0
5
1

柏
崎

刈
羽

6
号

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（
Ｃ

）
の

停
止

装
置

に
関

わ
る

軽
度

な
不

具
合

に
つ

い
て

【
事

象
発

生
時

の
状

況
】

　
平

成
２

６
年

２
月

２
０

日
（
木

）
１

５
時

３
０

分
頃

，
６

号
機

（
以

下
Ｋ

６
）
に

お
い

て
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

(Ｃ
)(

以
下

Ｄ
／

Ｇ
(Ｃ

))
試

運
転

後
に

機
械

式
過

速
度

ト
リ

ッ
プ

試
験

（
以

下
試

験
）
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
，

ト
リ

ッ
プ

値
に

バ
ラ

ツ
キ

が
生

じ
た

。
機

械
式

過
速

度
ト

リ
ッ

プ
装

置
（
以

下
Ｓ

Ｇ
ガ

バ
ナ

※
）
に

て
調

整
し

た
が

設
定

範
囲

内
に

収
め

る
こ

と
が

出
来

ず
，

試
験

を
中

止
し

た
。

　
原

因
調

査
を

進
め

て
い

た
と

こ
ろ

，
平

成
２

６
年

５
月

１
５

日
（
木

）
１

６
時

頃
，

７
号

機
(以

下
Ｋ

７
)に

お
い

て
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

(Ａ
)(

以
下

Ｄ
／

Ｇ
(Ａ

))
の

長
期

停
止

に
伴

う
点

検
手

入
れ

後
に

同
様

の
試

験
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
，

ト
リ

ッ
プ

値
が

設
定

範
囲

か
ら

外
れ

て
い

た
た

め
設

定
を

調
整

し
試

験
を

実
施

し
た

結
果

，
ト

リ
ッ

プ
値

が
設

定
値

内
（
１

，
１

３
０

～
１

，
１

５
０

ｒｐ
ｍ

）
に

て
ト

リ
ッ

プ
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

，
再

確
認

の
為

，
試

験
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
，

調
整

し
て

い
な

い
に

も
関

わ
ら

ず
ト

リ
ッ

プ
値

が
約

２
０

ｒｐ
ｍ

低
下

す
る

事
象

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

試
験

を
中

止
し

た
。

　
※

Ｓ
Ｇ

ガ
バ

ナ
：
Ｓ

Ｇ
オ

ー
バ

ー
ト

リ
ッ

プ
装

置

運
転

・
操

作
不

良
＞

運
転

・
操

作
不

良
抽

出
対

象
外

1
0

1
1
9
0
6

2
0
1
3
-
東

京
-
M

0
4
9

柏
崎

刈
羽

4
号

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

ポ
ン

プ
Ｂ

号
機

用
し

ゃ
断

器
の

不
具

合
に

つ
い

て

【
再

発
防

止
対

策
】

（
１

）
当

該
し

ゃ
断

器
に

つ
い

て
，

リ
ン

ク
機

構
部

の
分

解
清

掃
に

よ
る

グ
リ

ー
ス

の
塗

り
替

え
を

行
う

。
（
２

）
リ

ン
ク

機
構

部
の

分
解

点
検

，
グ

リ
ー

ス
の

塗
り

替
え

を
行

っ
て

い
な

い
同

型
し

ゃ
断

器
に

つ
い

て
は

，
早

急
に

ベ
ー

ス
オ

イ
ル

を
注

油
す

る
と

と
も

に
，

Ｈ
２

６
年

度
中

に
分

解
点

検
，

グ
リ

ー
ス

の
塗

り
替

え
を

行
う

。
（
３

）
プ

ラ
ン

ト
長

期
停

止
中

に
お

け
る

し
ゃ

断
器

の
点

検
計

画
を

，
運

転
サ

イ
ク

ル
に

合
わ

せ
た

管
理

か
ら

暦
年

管
理

に
見

直
し

す
る

。
（
４

）
リ

ン
ク

機
構

に
つ

い
て

は
，

２
０

年
程

度
を

超
え

な
い

時
期

に
工

場
等

に
お

い
て

分
解

点
検

，
グ

リ
ー

ス
の

塗
り

替
え

を
実

施
す

る
。

保
守

・
施

工
不

良
＞

保
守

不
良

時
間

依
存

性
の

あ
る

劣
化

＞
劣

化

〇
抽

出
対

象
外

と
す

る

説
明

：
使

用
す

る
機

器
の

保
全

方
式

（
時

間
基

準
保

全
）
の

問
題

で
あ

る
た

め な
お

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

添
付

資
料

①
に

は
、

長
期

停
止

期
間

中
の

固
着

の
要

因
と

し
て

、
潤

滑
油

劣
化

等
の

可
能

性
が

あ
る

旨
記

載
し

た

1
1

1
1
8
1
3

2
0
1
3
-
中

国
-
M

0
0
2

島
根

1
号

1
号

機
長

期
停

止
追

加
工

事
の

う
ち

残
留

熱
除

去
系

計
器

点
検

工
事

【
事

象
発

生
時

の
状

況
】

長
期

停
止

に
伴

う
，

追
加

点
検

工
事

に
お

い
て

B
-
R

H
R

出
口

小
流

量
(F

IS
2
2
2
-

2
B

)の
計

器
点

検
中

，
ス

イ
ッ

チ
動

作
デ

ー
タ

が
採

取
で

き
な

か
っ

た
。

マ
イ

ク
ロ

ス
イ

ッ
チ

の
固

着
と

み
ら

れ
，

接
点

と
な

る
マ

イ
ク

ロ
ス

イ
ッ

チ
を

何
度

か
手

で
動

作
さ

せ
た

が
，

事
象

は
改

善
さ

れ
な

か
っ

た
。

偶
発

的
要

因
＞

電
気

計
装

品
の

静
的

素
子

の
故

障

1
2

1
1
6
7
0

2
0
1
2
-
東

京
-
M

0
2
9

福
島

第
一

6
号

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

６
号

機
R

/
B

大
物

搬
入

口
内

側
扉

の
落

下
に

つ
い

て

【
再

発
防

止
対

策
】

以
上

の
調

査
結

果
（
原

因
）
を

受
け

て
、

以
下

の
対

策
を

実
施

。
・
制

御
盤

の
新

規
取

替
・
長

期
停

止
後

の
使

用
再

開
時

に
は

詳
細

点
検

を
実

施
ま

た
、

制
御

盤
の

新
規

取
替

に
あ

わ
せ

て
、

以
下

の
機

能
を

追
加

。
・
巻

き
上

げ
装

置
に

過
巻

き
停

止
機

能
を

追
加

・
過

負
荷

停
止

機
能

の
追

加
・
緊

急
停

止
ボ

タ
ン

の
設

置

時
間

依
存

性
の

あ
る

劣
化

＞
劣

化
〇

抽
出

対
象

外
と

す
る

説
明

：
長

期
停

止
期

間
中

の
保

管
環

境
が

原
因

と
な

り
発

生
し

た
事

象
で

は
な

い

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

「
長

期
停

止
」
記

載
箇

所
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
１

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
全

文
検

索
「
長

期
停

止
」
で

抽
出

さ
れ

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

1
3

1
1
6
3
8

2
0
1
2
-
四

国
-
M

0
0
1

伊
方

2
号

格
納

容
器

じ
ん

あ
い

・
ガ

ス
モ

ニ
タ

の
不

調
に

つ
い

て
【
原

因
調

査
の

概
要

】
（
以

下
抜

粋
）

（
３

）
格

納
容

器
内

と
原

子
炉

補
助

建
家

内
の

空
気

の
状

態
調

査
ｂ
．

プ
ラ

ン
ト

長
期

停
止

中
（
２

号
機

第
２

３
回

定
期

点
検

中
）

格
納

容
器

内
温

度
の

挙
動

は
、

ほ
ぼ

一
定

温
度

（
約

４
０

℃
）
で

推
移

し
て

い
る

。
こ

れ
は

、
長

期
停

止
に

よ
り

格
納

容
器

内
の

１
次

冷
却

材
系

統
な

ど
か

ら
の

大
き

な
発

熱
が

な
く
、

格
納

容
器

内
温

度
制

御
の

範
囲

内
で

推
移

し
て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

一
方

、
格

納
容

器
内

露
点

温
度

は
平

成
２

４
年

４
月

下
旬

頃
か

ら
上

昇
し

、
そ

の
後

は
、

６
月

下
旬

～
１

０
月

下
旬

に
か

け
て

ほ
ぼ

一
定

の
増

加
率

で
上

昇
し

、
大

で
１

０
月

２
３

日
に

約
３

２
℃

に
至

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
長

期
停

止
中

に
お

い
て

は
、

１
次

冷
却

材
系

統
な

ど
か

ら
の

熱
源

が
な

い
期

間
が

長
い

こ
と

か
ら

、
格

納
容

器
再

循
環

ユ
ニ

ッ
ト

に
お

け
る

冷
却

・
凝

縮
が

ほ
と

ん
ど

期
待

で
き

ず
、

格
納

容
器

内
空

気
は

よ
り

湿
度

が
高

い
状

態
と

な
り

、
格

納
容

器
内

露
点

温
度

の
上

昇
に

至
っ

た
と

考
え

る
。

ま
た

、
９

月
下

旬
以

降
に

お
い

て
、

原
子

炉
補

助
建

家
内

温
度

に
対

し
て

、
格

納
容

器
内

露
点

温
度

が
上

回
る

状
況

が
確

認
さ

れ
た

。

外
部

要
因

＞
そ

の
他

外
部

要
因

(結
露

)
抽

出
対

象
外

1
4

1
1
5
7
8

2
0
1
2
-
東

北
-
M

0
0
4

女
川

1
号

ほ
う

酸
水

注
入

系
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

給
排

弁
の

一
部

固
着

に
つ

い
て

【
事

象
の

原
因

】
・
通

常
運

転
中

は
，

ほ
う

酸
水

は
温

度
管

理
が

な
さ

れ
て

お
り

，
析

出
の

可
能

性
は

低
い

が
，

事
象

発
生

時
は

，
東

日
本

大
震

災
後

の
長

期
停

止
中

で
あ

り
，

機
能

要
求

が
な

い
こ

と
か

ら
ほ

う
酸

水
注

入
タ

ン
ク

設
置

の
加

温
ヒ

ー
タ

は
停

止
し

て
お

り
，

室
内

温
度

次
第

で
は

，
ほ

う
酸

析
出

の
可

能
性

が
否

定
で

き
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

不
明

＞
不

明
〇

抽
出

対
象

と
す

る

説
明

：
原

因
分

類
は

時
間

依
存

性
の

あ
る

劣
化

と
さ

れ
て

い
な

い
が

、
長

期
停

止
期

間
中

の
保

管
環

境
の

変
化

に
よ

り
固

着
し

た
も

の
で

あ
り

、
抽

出
対

象
と

す
る

1
5

1
1
5
6
4

2
0
1
2
-
原

電
-
M

0
0
2

敦
賀

1
号

補
機

冷
却

海
水

ポ
ン

プ
出

口
弁

か
ら

の
僅

か
な

に
じ

み
【
事

象
の

原
因

】
原

因
調

査
結

果
よ

り
、

（
Ａ

）
出

口
弁

及
び

（
Ｂ

）
出

口
弁

が
漏

え
い

に
至

っ
た

原
因

は
、

孔
食

に
対

し
、

感
受

性
が

比
較

的
高

い
ス

テ
ン

レ
ス

鋳
鋼

（
Ｓ

Ｃ
Ｓ

１
３

Ａ
）
を

ラ
イ

ニ
ン

グ
加

工
せ

ず
に

使
用

し
た

為
、

弁
箱

に
孔

食
に

よ
る

腐
食

孔
が

生
じ

、
漏

え
い

に
至

っ
た

可
能

性
が

高
い

。
　

ま
た

、
プ

ラ
ン

ト
が

長
期

停
止

中
で

あ
っ

た
た

め
、

補
機

冷
却

海
水

ポ
ン

プ
の

停
止

期
間

が
、

プ
ラ

ン
ト

運
転

中
に

比
べ

て
長

か
っ

た
こ

と
も

腐
食

進
展

に
影

響
し

た
可

能
性

が
あ

る
。

（
当

該
部

の
海

水
が

滞
留

し
、

弁
箱

へ
の

塩
化

物
イ

オ
ン

の
付

着
、

滞
留

水
の

溶
存

酸
素

濃
度

の
低

下
に

よ
り

、
ス

テ
ン

レ
ス

の
不

動
態

皮
膜

が
再

生
さ

れ
に

く
い

状
態

と
な

り
、

孔
食

の
発

生
、

進
展

の
リ

ス
ク

が
高

い
状

態
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

）

保
守

・
施

工
不

良
＞

保
守

不
良

抽
出

対
象

外
と

す
る

説
明

：
N

U
C

IA
情

報
で

は
、

プ
ラ

ン
ト

の
長

期
停

止
期

間
中

の
使

用
環

境
が

腐
食

速
度

に
影

響
し

た
可

能
性

が
言

及
さ

れ
て

い
る

が
、

主
原

因
は

保
守

環
境

（
ラ

イ
ニ

ン
グ

加
工

せ
ず

使
用

）
の

た
め

、
抽

出
対

象
と

は
し

な
い

1
6

1
1
4
9
5

2
0
1
1
-
東

京
-
M

0
0
9

柏
崎

刈
羽

2
,3

,4
号

長
期

停
止

中
プ

ラ
ン

ト
の

計
器

の
点

検
・
校

正
に

関
す

る
不

適
合

に
つ

い
て

【
事

象
発

生
時

の
状

況
】
（
以

下
抜

粋
）

具
体

的
な

点
検

計
画

が
作

成
さ

れ
る

こ
と

は
な

く
，

機
器

の
点

検
が

適
切

に
実

施
さ

れ
な

か
っ

た
。

そ
の

結
果

，
プ

ラ
ン

ト
長

期
停

止
中

に
行

う
べ

き
「
特

別
な

保
全

計
画

」
に

基
づ

い
て

自
ら

定
め

た
点

検
間

隔
を

超
過

し
て

い
る

機
器

が
多

数
存

在
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

保
守

・
施

工
不

良
＞

保
守

不
良

抽
出

対
象

外

1
7

1
1
2
1
7

2
0
1
0
-
東

京
-
M

0
3
0

柏
崎

刈
羽

1
,2

,3
,4

,5
,6

,7
号

点
検

周
期

超
過

機
器

に
お

け
る

保
安

規
定

違
反

に
関

す
る

根
本

原
因

と
再

発
防

止
対

策
に

つ
い

て

【
事

象
発

生
時

の
状

況
】
（
以

下
抜

粋
）

平
成

2
3
年

度
第

4
回

保
安

検
査

（
平

成
2
4
年

2
月

2
7
日

～
平

成
2
4
年

3
月

9
日

）
に

お
い

て
，

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

第
2
号

機
，

第
3
号

機
及

び
第

4
号

機
の

計
測

制
御

設
備

に
関

し
長

期
停

止
に

伴
う

特
別

な
保

全
計

画
に

基
づ

く
保

守
管

理
活

動
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

確
認

を
受

け
た

際
，

点
検

間
隔

を
超

過
し

て
点

検
が

行
わ

れ
て

い
な

い
「
保

守
管

理
不

備
の

事
象

」
が

多
数

存
在

し
て

い
る

こ
と

（
以

下
，

「
保

守
管

理
不

備
の

事
象

」
）
が

確
認

さ
れ

た
。

保
守

・
施

工
不

良
＞

保
守

不
良

抽
出

対
象

外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

「
長

期
停

止
」
記

載
箇

所
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
１

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
全

文
検

索
「
長

期
停

止
」
で

抽
出

さ
れ

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

1
8

1
1
1
8
8

2
0
1
0
-
東

京
-
M

0
2
4

福
島

第
二

2
号

福
島

第
二

原
子

力
発

電
所

２
号

機
に

お
け

る
主

復
水

器
真

空
度

検
出

器
の

不
具

合
に

つ
い

て

【
再

発
防

止
対

策
】

（
１

）
当

該
伝

送
器

を
予

備
品

と
交

換
し

，
指

示
計

（
Ｂ

２
２

－
Ｐ

ＩＳ
－

６
５

６
Ｂ

)の
値

が
他

の
３

つ
の

指
示

値
と

ほ
ぼ

同
じ

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
（
２

）
現

在
，

プ
ラ

ン
ト

長
期

停
止

に
伴

い
，

同
型

の
伝

送
器

は
長

期
保

管
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
長

期
保

管
か

ら
の

復
旧

時
に

同
型

の
伝

送
器

を
計

画
的

に
交

換
す

る
。

な
お

，
交

換
時

に
お

い
て

は
，

水
素

透
過

し
に

く
い

改
良

品
の

採
用

を
検

討
す

る
。

設
計

・
製

作
不

良
＞

設
計

不
良

抽
出

対
象

外

1
9

1
0
3
4
4

2
0
0
9
-
東

京
-
M

0
0
6

柏
崎

刈
羽

7
号

運
転

上
の

制
限

逸
脱

に
つ

い
て

（
R

C
IC

, 
S
/
C

）
【
事

象
の

原
因

】
（
２

）
そ

の
他

の
調

査
　

そ
の

他
の

調
査

項
目

に
つ

い
て

ポ
ン

プ
停

止
を

阻
害

す
る

要
因

は
、

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
主

蒸
気

止
め

弁
の

各
部

寸
法

に
異

常
は

無
く
、

グ
リ

ー
ス

切
れ

や
固

着
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
中

越
沖

地
震

お
よ

び
そ

の
後

の
長

期
停

止
の

影
響

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

保
守

不
備

＞
保

守
不

完
全

抽
出

対
象

外

2
0

1
1
9
9
3

2
0
0
8
-
東

京
-
M

0
4
0

柏
崎

刈
羽

5
号

不
活

性
ガ

ス
系

バ
タ

フ
ラ

イ
弁

の
弁

動
作

遅
れ

に
つ

い
て

【
原

因
調

査
の

概
要

】
（
以

下
抜

粋
）

ｂ
．

油
脂

類
の

酸
化

劣
化

　
油

脂
類

に
つ

い
て

は
，

酸
化

劣
化

に
よ

り
粘

着
性

（
ゲ

ル
化

）
を

持
つ

こ
と

が
一

般
的

に
知

ら
れ

て
お

り
，

熱
的

影
響

に
よ

り
更

に
劣

化
は

加
速

さ
れ

る
。

ま
た

，
電

磁
弁

コ
ア

部
に

つ
い

て
は

，
プ

ラ
ン

ト
長

期
停

止
中

は
常

時
励

磁
さ

れ
る

た
め

熱
的

影
響

を
受

け
易

い
と

言
え

る
。

ま
た

，
実

機
で

使
用

さ
れ

た
製

品
の

う
ち

弁
駆

動
部

で
使

用
さ

れ
る

H
IV

A
C

-
G

は
使

用
温

度
が

2
0
0
℃

ま
で

，
電

磁
弁

内
部

で
使

用
さ

れ
る

D
C

5
5
0
・

ナ
イ

オ
ゲ

ル
は

使
用

温
度

が
約

2
5
0
℃

ま
で

と
耐

熱
性

に
優

れ
た

製
品

で
あ

る
。

一
方

で
弁

駆
動

部
で

使
用

さ
れ

る
ペ

ー
ス

ト
ス

プ
レ

ー
は

使
用

温
度

が
1
3
0
℃

ま
で

で
あ

っ
た

。

時
間

依
存

性
の

あ
る

劣
化

＞
劣

化
〇

抽
出

対
象

外
と

す
る

説
明

：
劣

化
グ

リ
ス

に
よ

る
電

磁
弁

コ
ア

固
着

等
を

原
因

と
し

て
い

る
が

、
グ

リ
ス

の
劣

化
メ

カ
ニ

ズ
ム

ま
で

は
特

定
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

抽
出

対
象

外
と

し
た

。
な

お
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
添

付
資

料
①

に
は

、
長

期
停

止
期

間
中

の
固

着
の

要
因

と
し

て
、

潤
滑

油
劣

化
等

の
可

能
性

が
あ

る
旨

記
載

し
た

2
1

9
6
7
1

2
0
0
8
-
北

陸
-
M

0
0
1

志
賀

2
号

原
子

炉
起

動
気

体
廃

棄
物

処
理

系
に

お
け

る
水

素
濃

度
上

昇
に

伴
う

原
子

炉
停

止
に

つ
い

て

【
事

象
の

原
因

】
運

転
時

お
よ

び
停

止
中

の
通

気
試

験
に

よ
り

大
気

中
の

硫
黄

酸
化

物
が

金
属

触
媒

表
面

に
付

着
し

て
い

た
こ

と
に

加
え

，
原

子
炉

の
長

期
停

止
期

間
中

，
排

ガ
ス

再
結

合
器

電
気

ヒ
ー

タ
を

停
止

し
て

い
た

こ
と

か
ら

，
排

ガ
ス

再
結

合
器

内
部

が
排

ガ
ス

復
水

器
内

の
ド

レ
ン

水
に

よ
り

高
い

湿
度

の
雰

囲
気

で
保

管
さ

れ
，

金
属

触
媒

表
面

に
硫

酸
塩

水
和

物
が

生
成

し
た

。
原

子
炉

起
動

後
，

水
素

と
酸

素
の

結
合

に
よ

り
生

成
し

た
水

を
結

晶
水

等
と

し
て

取
り

込
み

，
白

金
表

面
に

付
着

す
る

こ
と

で
徐

々
に

触
媒

性
能

を
阻

害
し

た
こ

と
に

よ
り

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

偶
発

的
要

因
＞

そ
の

他
偶

発
的

要
因

(金
属

触
媒

の
性

能
劣

化
)

抽
出

対
象

外
と

す
る

。

説
明

：
性

能
劣

化
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

機
械

的
・
電

気
的

な
経

年
劣

化
と

異
な

る
た

め

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

「
長

期
停

止
」
記

載
箇

所
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
１

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
全

文
検

索
「
長

期
停

止
」
で

抽
出

さ
れ

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

2
2

9
6
5
1

2
0
0
7
-
中

部
-
T
0
2
0

浜
岡

1
号

復
水

タ
ン

ク
の

腐
食

に
つ

い
て

【
事

象
の

原
因

】
　

原
因

調
査

の
結

果
，

復
水

タ
ン

ク
胴

板
部

に
技

術
基

準
上

の
必

要
厚

さ
を

下
回

る
減

肉
が

発
生

し
た

原
因

は
以

下
の

と
お

り
と

推
定

し
た

。
（
１

）
復

水
タ

ン
ク

は
屋

外
に

設
置

さ
れ

て
お

り
，

雨
仕

舞
の

高
さ

以
上

に
つ

い
て

は
直

接
屋

外
環

境
に

曝
露

さ
れ

て
い

る
た

め
腐

食
の

発
生

し
や

す
い

環
境

で
あ

っ
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
，

復
水

タ
ン

ク
の

点
検

は
現

在
実

施
中

の
第

１
９

回
定

期
点

検
に

お
い

て
は

，
平

成
１

４
年

７
月

に
外

観
点

検
を

実
施

後
，

長
期

停
止

に
伴

い
今

回
の

点
検

ま
で

の
約

５
年

間
点

検
を

実
施

し
て

い
な

か
っ

た
。

（
２

）
平

成
１

９
年

５
月

の
見

直
し

以
前

の
点

検
計

画
に

は
，

外
表

面
に

腐
食

を
確

認
し

た
際

の
肉

厚
測

定
の

実
施

や
，

そ
の

判
定

基
準

が
明

確
に

規
定

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
ま

た
，

腐
食

状
況

の
記

録
を

行
っ

て
い

な
か

っ
た

。

　
以

上
よ

り
，

復
水

タ
ン

ク
胴

板
部

に
技

術
基

準
上

の
必

要
厚

さ
を

下
回

る
減

肉
が

確
認

さ
れ

た
原

因
は

，
平

成
１

８
年

度
に

発
生

し
た

「
浜

岡
原

子
力

発
電

所
３

，
４

号
機

窒
素

補
給

用
配

管
に

お
け

る
技

術
基

準
上

の
必

要
厚

さ
を

下
回

る
腐

食
事

象
」
と

同
様

に
，

屋
外

機
器

に
対

す
る

点
検

時
期

，
点

検
内

容
の

不
備

に
よ

り
，

腐
食

の
進

展
を

適
切

に
把

握
で

き
な

か
っ

た
た

め
と

推
定

し
た

。

保
守

不
備

＞
保

守
不

完
全

抽
出

対
象

外

2
3

9
5
0
3

2
0
0
7
-
中

部
-
T
0
1
5

浜
岡

1
,2

号
排

気
筒

（
１

,２
号

炉
共

用
）
配

管
貫

通
部

の
腐

食
に

つ
い

て
【
原

因
調

査
の

概
要

】
（
以

下
抜

粋
）

　
ｂ
．

過
去

の
不

具
合

反
映

状
況

　
平

成
１

９
年

度
に

，
３

，
４

号
機

不
活

性
ガ

ス
系

窒
素

補
給

用
配

管
取

替
工

事
に

係
る

工
事

計
画

無
届

の
原

因
究

明
の

一
環

で
行

っ
た

調
査

の
過

程
で

，
取

替
前

の
配

管
が

外
表

面
の

腐
食

に
よ

り
，

「
発

電
用

原
子

力
設

備
に

関
す

る
技

術
基

準
を

定
め

る
省

令
」
（
以

下
，

「
技

術
基

準
」
と

い
う

。
）
に

定
め

る
配

管
厚

さ
を

満
足

し
て

い
な

か
っ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
　

こ
の

事
象

の
原

因
は

，
保

全
活

動
の

不
備

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

，
再

発
防

止
は

，
目

視
点

検
に

お
い

て
，

外
表

面
か

ら
の

腐
食

が
確

認
さ

れ
た

場
合

の
肉

厚
測

定
及

び
そ

の
判

定
基

準
を

点
検

計
画

に
規

定
す

る
と

と
も

に
，

点
検

計
画

に
基

づ
く
目

視
点

検
を

，
毎

定
期

点
検

時
（
１

，
２

号
機

は
，

長
期

停
止

の
た

め
維

持
点

検
時

）
に

行
う

こ
と

と
し

た
。

保
守

不
備

＞
保

守
不

完
全

抽
出

対
象

外

2
4

9
3
1
4

2
0
0
7
-
東

京
-
M

0
3
9

福
島

第
一

4
号

制
御

棒
１

８
－

１
９

引
抜

操
作

不
具

合
に

つ
い

て
【
再

発
防

止
対

策
】

Ｐ
Ｃ

Ｖ
Ｌ

／
Ｔ

の
よ

う
に

Ｃ
Ｒ

Ｄ
点

検
以

外
で

Ｃ
Ｒ

Ｄ
ポ

ン
プ

を
長

期
停

止
し

た
場

合
、

Ｃ
Ｒ

Ｄ
ポ

ン
プ

起
動

後
に

駆
動

水
，

冷
却

水
，

充
填

水
の

ヘ
ッ

ダ
ー

部
や

各
配

管
の

曲
が

り
部

に
溜

ま
っ

て
い

る
空

気
を

各
ヘ

ッ
ダ

ー
ベ

ン
ト

か
ら

空
気

抜
き

を
行

う
。

そ
の

他
＞

そ
の

他
抽

出
対

象
外

2
5

9
3
1
6

2
0
0
7
-
東

京
-
M

0
2
4

福
島

第
一

4
号

制
御

棒
３

０
－

５
１

挿
入

操
作

不
具

合
に

つ
い

て
【
再

発
防

止
対

策
】

Ｐ
Ｃ

Ｖ
Ｌ

／
Ｔ

の
よ

う
に

Ｃ
Ｒ

Ｄ
点

検
以

外
で

Ｃ
Ｒ

Ｄ
ポ

ン
プ

を
長

期
停

止
し

た
場

合
、

Ｃ
Ｒ

Ｄ
ポ

ン
プ

起
動

後
に

駆
動

水
，

冷
却

水
，

充
填

水
の

ヘ
ッ

ダ
ー

部
や

各
配

管
の

曲
が

り
部

に
溜

ま
っ

て
い

る
空

気
を

各
ヘ

ッ
ダ

ー
ベ

ン
ト

か
ら

空
気

抜
き

を
行

う
。

そ
の

他
＞

そ
の

他
抽

出
対

象
外

2
6

9
3
2
8

2
0
0
7
-
東

京
-
M

0
1
6

福
島

第
一

4
号

制
御

棒
１

０
－

４
３

及
び

４
２

－
４

３
挿

入
操

作
不

具
合

に
つ

い
て

【
再

発
防

止
対

策
】

Ｐ
Ｃ

Ｖ
Ｌ

／
Ｔ

の
よ

う
に

Ｃ
Ｒ

Ｄ
点

検
以

外
で

Ｃ
Ｒ

Ｄ
ポ

ン
プ

を
長

期
停

止
し

た
場

合
、

Ｃ
Ｒ

Ｄ
ポ

ン
プ

起
動

後
に

駆
動

水
，

冷
却

水
，

充
填

水
の

ヘ
ッ

ダ
ー

部
や

各
配

管
の

曲
が

り
部

に
溜

ま
っ

て
い

る
空

気
を

各
ヘ

ッ
ダ

ー
ベ

ン
ト

か
ら

空
気

抜
き

を
行

う
。

そ
の

他
＞

そ
の

他
抽

出
対

象
外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

「
長

期
停

止
」
記

載
箇

所
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
１

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
全

文
検

索
「
長

期
停

止
」
で

抽
出

さ
れ

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

2
7

9
3
1
7

2
0
0
7
-
東

京
-
M

0
1
0

福
島

第
一

4
号

制
御

棒
１

８
－

２
７

引
抜

操
作

不
具

合
に

つ
い

て
【
再

発
防

止
対

策
】

Ｐ
Ｃ

Ｖ
Ｌ

／
Ｔ

の
よ

う
に

Ｃ
Ｒ

Ｄ
点

検
以

外
で

Ｃ
Ｒ

Ｄ
ポ

ン
プ

を
長

期
停

止
し

た
場

合
、

Ｃ
Ｒ

Ｄ
ポ

ン
プ

起
動

後
に

駆
動

水
，

冷
却

水
，

充
填

水
の

ヘ
ッ

ダ
ー

部
や

各
配

管
の

曲
が

り
部

に
溜

ま
っ

て
い

る
空

気
を

各
ヘ

ッ
ダ

ー
ベ

ン
ト

か
ら

空
気

抜
き

を
行

う
。

そ
の

他
＞

そ
の

他
抽

出
対

象
外

2
8

9
3
1
8

2
0
0
7
-
東

京
-
M

0
1
1

福
島

第
一

4
号

制
御

棒
３

４
－

３
５

挿
入

操
作

不
具

合
に

つ
い

て
【
再

発
防

止
対

策
】

Ｐ
Ｃ

Ｖ
Ｌ

／
Ｔ

の
よ

う
に

Ｃ
Ｒ

Ｄ
点

検
以

外
で

Ｃ
Ｒ

Ｄ
ポ

ン
プ

を
長

期
停

止
し

た
場

合
、

Ｃ
Ｒ

Ｄ
ポ

ン
プ

起
動

後
に

駆
動

水
，

冷
却

水
，

充
填

水
の

ヘ
ッ

ダ
ー

部
や

各
配

管
の

曲
が

り
部

に
溜

ま
っ

て
い

る
空

気
を

各
ヘ

ッ
ダ

ー
ベ

ン
ト

か
ら

空
気

抜
き

を
行

う
。

そ
の

他
＞

そ
の

他
抽

出
対

象
外

2
9

8
6
6
2

2
0
0
6
-
中

部
-
M

0
1
8

浜
岡

5
号

５
号

機
　

第
１

抽
気

逆
止

め
弁

（
Ａ

）
の

部
品

交
換

に
つ

い
て

【
事

象
調

査
の

概
要

】
　

平
成

１
８

年
６

月
１

５
日

の
浜

岡
５

号
機

タ
ー

ビ
ン

自
動

停
止

に
よ

り
プ

ラ
ン

ト
が

長
期

停
止

し
た

こ
と

を
受

け
、

第
２

回
定

期
点

検
で

交
換

す
る

予
定

の
ガ

ス
ケ

ッ
ト

に
つ

い
て

前
倒

し
し

て
交

換
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

そ
の

際
、

弁
メ

ー
カ

か
ら

推
奨

さ
れ

た
1
.7

m
m

厚
シ

ー
ト

型
黒

鉛
製

の
ガ

ス
ケ

ッ
ト

を
採

用
し

た
。

抽
出

対
象

外

3
0

8
5
8
9

2
0
0
6
-
中

部
-
S
0
1
7

浜
岡

1
号

１
号

機
　

タ
ー

ビ
ン

建
屋

地
下

１
階

に
お

け
る

海
水

の
漏

え
い

に
つ

い
て

【
再

発
防

止
対

策
】

・
当

該
弁

を
新

品
に

取
り

替
え

た
。

・
弁

の
排

水
配

管
を

、
海

水
が

滞
留

し
な

い
よ

う
、

排
水

升
に

向
か

っ
て

下
り

勾
配

と
な

る
よ

う
変

更
す

る
。

・
排

水
升

お
よ

び
排

水
升

か
ら

排
水

収
集

槽
に

つ
な

が
る

配
管

内
部

の
清

掃
を

実
施

し
た

。
・
排

水
を

行
う

場
合

は
、

排
水

升
に

砂
等

の
異

物
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
清

掃
す

る
。

な
お

、
長

期
停

止
中

で
あ

る
１

号
機

及
び

２
号

機
に

つ
い

て
、

海
水

を
扱

い
、

当
該

系
統

と
同

様
に

水
抜

き
保

管
し

て
い

る
他

の
排

水
配

管
に

つ
い

て
調

査
し

、
排

水
升

に
向

か
っ

て
上

り
勾

配
と

な
っ

て
い

る
配

管
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

抽
出

対
象

外

3
1

2
4
9
5

2
0
0
4
-
東

京
-
M

0
2
4

福
島

第
二

2
号

原
子

炉
起

動
時

に
お

け
る

原
子

炉
水

位
高

事
象

の
発

生
に

つ
い

て

原
子

炉
が

長
期

停
止

し
て

い
た

こ
と

に
伴

い
、

起
動

中
の

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

内
点

検
時

に
原

子
炉

圧
力

が
早

め
に

低
下

す
る

こ
と

は
想

定
し

て
い

た
も

の
の

、
原

子
炉

圧
力

の
低

下
に

伴
う

給
水

系
吐

出
弁

バ
ラ

ン
ス

管
か

ら
の

給
水

の
増

加
量

を
予

測
で

き
な

か
っ

た
こ

と
、

及
び

原
子

炉
水

位
上

昇
時

の
対

応
操

作
と

し
て

，
Ｃ

Ｕ
Ｗ

系
排

出
ラ

イ
ン

流
量

制
限

器
バ

イ
パ

ス
弁

(G
3
3
-
F
0
2
5
)の

開
操

作
に

つ
い

て
運

転
手

順
書

に
記

載
が

な
か

っ
た

た
め

，
Ｃ

Ｕ
Ｗ

系
排

出
ラ

イ
ン

流
量

制
限

器
バ

イ
パ

ス
弁

(G
3
3
-
F
0
2
5
)

の
開

操
作

が
遅

れ
，

「
原

子
炉

水
位

高
(L

-
8
)」

の
警

報
に

至
っ

た

そ
の

他
＞

そ
の

他
抽

出
対

象
外

3
2

1
0
5
9

1
9
8
3
-
原

電
-
T
0
2
1

敦
賀

1
号

高
圧

注
水

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

の
連

接
棒

の
曲

り
に

つ
い

て
【
再

発
防

止
対

策
】

(1
) 

全
シ

リ
ン

ダ
ー

の
連

接
棒

を
新

品
と

取
替

え
た

。
(2

) 
潤

滑
油

が
シ

リ
ン

ダ
ー

内
に

侵
入

し
な

い
様

、
潤

滑
油

バ
イ

パ
ス

ラ
イ

ン
の

弁
（
常

時
閉

）
の

上
流

側
に

閉
止

栓
を

取
り

付
け

た
。

尚
、

潤
滑

油
バ

イ
パ

ス
ラ

イ
ン

は
長

期
停

止
期

間
主

軸
受

に
潤

滑
油

を
供

給
す

る
た

め
に

５
４

年
度

定
検

時
に

設
置

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

が
ピ

ス
ト

ン
冷

却
用

の
潤

滑
油

が
主

軸
受

に
供

給
さ

れ
る

こ
と

が
判

明
し

た
た

め
、

潤
滑

油
バ

イ
パ

ス
ラ

イ
ン

の
弁

は
閉

じ
て

運
用

し
て

き
た

。
従

っ
て

、
今

回
の

潤
滑

油
バ

イ
パ

ス
ラ

イ
ン

の
弁

の
上

流
側

に
閉

止
栓

を
取

り
付

け
る

こ
と

は
高

圧
注

水
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
の

機
能

に
対

し
て

影
響

を
与

え
る

も
の

で
は

な
い

。

保
守

不
備

＞
保

守
不

完
全

抽
出

対
象

外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。

26



N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

「
長

期
停

止
」
記

載
箇

所
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
１

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
全

文
検

索
「
長

期
停

止
」
で

抽
出

さ
れ

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

3
3

8
3
4

1
9
8
1
-
東

京
-
T
0
4
5

福
島

第
二

1
号

タ
ー

ビ
ン

湿
分

分
離

器
水

位
高

に
よ

る
原

子
炉

自
動

停
止

に
つ

い
て

【
再

発
防

止
対

策
】

上
記

の
原

因
に

鑑
み

以
下

の
対

策
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

（
１

）
湿

分
分

離
器

水
位

高
の

ト
リ

ッ
プ

タ
イ

マ
ー

設
定

値
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

（
２

）
Ｃ

ＩＶ
開

閉
試

験
に

あ
た

っ
て

は
湿

分
分

離
器

内
ド

レ
ン

水
位

が
試

験
開

始
前

の
状

態
に

戻
ら

な
い

う
ち

に
，

次
の

弁
の

開
閉

試
験

を
実

施
し

な
い

よ
う

に
し

た
。

な
お

，
今

回
の

不
具

合
の

直
接

原
因

は
Ｃ

ＩＶ
開

閉
試

験
時

の
ド

レ
ン

排
出

に
関

す
る

設
計

余
裕

が
十

分
で

な
い

こ
と

に
起

因
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

よ
り

，
次

回
長

期
停

止
を

利
用

し
て

，
設

計
的

に
よ

り
余

裕
を

も
た

せ
た

対
策

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。

設
備

不
備

製
作

不
完

全
抽

出
対

象
外

3
4

8
2
8

1
9
8
1
-
東

京
-
T
0
3
9

福
島

第
二

1
号

中
性

子
束

（
熱

流
束

相
当

）
高

ト
リ

ッ
プ

に
よ

る
原

子
炉

自
動

停
止

に
つ

い
て

【
事

象
の

原
因

】
ス

ク
ラ

ム
発

生
前

の
原

子
炉

再
循

環
駆

動
水

流
量

の
指

示
記

録
か

ら
、

中
性

子
束

（
熱

流
束

相
当

）
の

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
を

算
出

す
る

と
８

０
～

９
１

％
と

な
る

。
一

方
、

こ
の

時
の

Ａ
Ｐ

Ｒ
Ｍ

指
示

は
７

５
～

８
０

％
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
判

断
し

て
、

中
性

子
束

高
（
熱

流
束

相
当

）
ト

リ
ッ

プ
に

至
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
の

原
因

は
、

今
回

の
よ

う
に

原
子

炉
長

期
停

止
（
約

１
０

日
間

）
後

の
起

動
で

Ｘ
ｅ

（
ゼ

ノ
ン

）
が

過
少

な
場

合
に

は
、

目
標

制
御

棒
パ

タ
ー

ン
完

成
後

、
出

力
保

持
を

行
い

、
Ｘ

ｅ
の

蓄
積

を
行

う
べ

き
で

あ
っ

た
の

を
、

出
力

上
昇

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

お
い

て
、

出
力

保
持

す
る

こ
と

が
明

記
さ

れ
て

て
い

な
か

っ
た

の
で

、
Ｘ

ｅ
蓄

積
を

待
た

ず
に

原
子

炉
再

循
環

流
量

に
よ

る
出

力
上

昇
を

行
っ

た
た

め
で

あ
る

。

抽
出

対
象

外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

「
長

期
停

止
」
記

載
箇

所
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

1
1
2
7
9
4

2
0
1
7
-
九

州
-
M

0
0
2

 玄
海

3
号

 
脱

気
器

空
気

抜
き

管
か

ら
の

蒸
気

漏
れ

な
し

関
連

記
載

【
事

象
の

原
因

】
３

Ｂ
脱

気
器

の
第

５
空

気
抜

き
管

に
は

外
装

板
及

び
保

温
材

が
施

工
さ

れ
て

お
り

、
外

装
板

の
隙

間
よ

り
雨

水
な

ど
が

浸
入

し
外

面
か

ら
の

腐
食

が
引

き
起

こ
さ

れ
、

さ
ら

に
長

期
間

湿
潤

環
境

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

そ
れ

が
進

展
し

貫
通

に
至

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

外
部

要
因

＞
風

雨
〇

抽
出

対
象

と
す

る

説
明

：
長

期
停

止
期

間
中

に
保

管
環

境
が

変
わ

る
こ

と
で

劣
化

が
進

展
し

た
も

の
で

あ
る

た
め

。

表
２

　
各

事
業

者
か

ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

得
ら

れ
た

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年

劣
化

に
係

る
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

事
象

の
原

因
（
当

該
欄

が
N

U
C

IA
情

報
に

な
い

場
合

は
、

事
象

の
概

要
を

記
載

）
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

1
2
2
6
8

2
0
0
2
-
中

部
-
M

0
0
6

浜
岡

2
号

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
計

装
配

管
ユ

ニ
オ

ン
部

の
補

修
に

つ
い

て
当

該
ユ

ニ
オ

ン
は

、
平

成
３

年
２

月
に

行
わ

れ
た

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
計

装
ラ

ッ
ク

取
替

の
際

に
取

り
付

け
ら

れ
て

い
る

。
こ

の
時

の
ユ

ニ
オ

ン
の

締
め

付
け

時
に

Ｏ
リ

ン
グ

を
一

部
挟

み
込

ん
だ

か
、

又
は

、
締

め
付

け
不

足
が

あ
っ

た
た

め
、

長
年

の
運

転
中

の
圧

力
に

よ
り

Ｏ
リ

ン
グ

溝
か

ら
徐

々
に

Ｏ
リ

ン
グ

が
は

み
出

し
、

こ
れ

に
よ

り
シ

ー
ル

性
能

が
低

下
し

、
に

じ
み

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

設
備

不
備

＞
施

工
不

完
全

抽
出

対
象

外

2
2
3
2
9

2
0
0
3
-
東

京
-
S
0
9
8
 

福
島

第
二

3
号

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
機

能
検

査
（
社

内
検

査
）
時

に
お

け
る

警
報

の
発

生
に

つ
い

て

　
定

期
検

査
後

の
調

整
運

転
中

の
平

成
１

６
年

３
月

１
６

日
，

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
機

能
検

査
（
社

内
検

査
）
時

に
お

い
て

、
検

査
項

目
の

１
つ

で
あ

る
原

子
炉

水
位

低
（
Ｌ

－
２

）
の

模
擬

信
号

を
発

生
さ

せ
、

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
系

が
自

動
起

動
す

る
こ

と
を

確
認

す
る

た
め

、
Ａ

系
の

当
該

制
御

盤
内

端
子

と
ナ

イ
フ

ス
イ

ッ
チ

を
ケ

ー
ブ

ル
で

接
続

し
、

運
転

性
能

検
査

を
行

い
終

了
し

た
。

続
い

て
、

も
う

１
つ

の
検

査
項

目
で

あ
る

原
子

炉
水

位
低

（
Ｌ

－
２

）
の

模
擬

信
号

を
発

生
さ

せ
、

注
入

弁
が

全
開

す
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

Ｂ
系

の
制

御
盤

内
端

子
と

ナ
イ

フ
ス

イ
ッ

チ
を

ケ
ー

ブ
ル

で
接

続
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
Ｂ

系
で

接
続

す
べ

き
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

せ
ず

、
Ａ

系
に

接
続

し
て

い
た

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
す

る
た

め
ケ

ー
ブ

ル
を

外
す

作
業

を
開

始
し

た
。

ケ
ー

ブ
ル

を
外

す
際

に
、

制
御

盤
側

を
外

す
前

に
ナ

イ
フ

ス
イ

ッ
チ

側
の

ケ
ー

ブ
ル

を
外

し
た

と
こ

ろ
、

外
し

た
ケ

ー
ブ

ル
を

短
絡

さ
せ

た
た

め
「
Ｒ

Ｃ
ＩＣ

系
原

子
炉

水
位

低
（
Ｌ

－
２

）
」
Ａ

Ｎ
Ｎ

が
発

生
し

た
。

抽
出

対
象

外

3
2
3
2
2

2
0
0
3
-
東

京
-
M

0
5
5

福
島

第
一

4
号

高
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

駆
動

用
タ

ー
ビ

ン
回

転
数

検
出

器
の

不
具

合
（
１

）
速

度
検

出
器

を
取

り
付

け
る

際
に

０
点

設
定

を
誤

っ
た

。
（
速

度
検

出
器

が
パ

ル
ス

ギ
ア

に
接

し
て

い
る

と
誤

認
し

た
。

）
（
２

）
速

度
検

出
器

の
ロ

ッ
ク

ナ
ッ

ト
を

締
め

付
け

ロ
ッ

ク
す

る
際

、
ダ

イ
ヤ

ル
ゲ

ー
ジ

の
指

示
が

変
化

し
た

こ
と

に
気

が
付

か
な

か
っ

た
。

（
３

）
ロ

ッ
ク

ナ
ッ

ト
締

め
付

け
後

、
キ

ャ
ッ

プ
ゲ

ー
ジ

に
て

間
隙

の
再

確
認

を
実

施
す

る
様

な
手

順
に

な
っ

て
い

な
か

っ
た

。

設
備

不
備

＞
施

工
不

完
全

抽
出

対
象

外

4
2
3
8
0

2
0
0
4
-
東

京
-
S
0
0
7

柏
崎

刈
羽

3
号

主
発

電
機

励
磁

装
置

の
不

具
合

に
つ

い
て

　
柏

崎
刈

羽
原

子
力

発
電

所
３

号
機

は
、

平
成

１
４

年
８

月
１

０
日

か
ら

第
７

回
定

期
検

査
を

実
施

し
、

平
成

１
６

年
４

月
１

４
日

よ
り

発
電

開
始

に
向

け
て

慎
重

に
起

動
操

作
を

行
っ

て
い

た
が

、
４

月
１

７
日

、
主

発
電

機
励

磁
装

置
の

動
作

確
認

試
験

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

主
発

電
機

電
圧

の
確

立
が

で
き

ず
、

中
央

操
作

室
に

「
発

電
機

励
磁

系
故

障
」
警

報
が

発
生

し
た

。
現

場
確

認
の

結
果

、
主

発
電

機
励

磁
制

御
盤

内
の

初
期

励
磁

用
限

流
抵

抗
器

（
以

下
「
限

流
抵

抗
器

」
と

い
う

）
の

損
傷

確
認

、
ま

た
、

励
磁

装
置

の
点

検
を

行
い

、
限

流
抵

抗
器

以
外

に
異

常
が

な
い

こ
と

か
ら

「
発

電
機

励
磁

系
故

障
」
は

、
限

流
抵

抗
器

損
傷

（
断

線
）
に

よ
る

故
障

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
　

当
該

損
傷

限
流

抵
抗

器
に

つ
い

て
は

、
同

一
仕

様
品

で
あ

る
当

所
２

号
機

の
主

発
電

機
初

期
励

磁
用

限
流

抵
抗

器
と

交
換

（
健

全
性

確
認

後
）
し

、
復

旧
す

る
と

と
も

に
主

発
電

機
電

圧
が

正
常

に
確

立
さ

れ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

抽
出

対
象

外

表
３

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
2
0
0
0
～

2
0
0
9
年

度
の

原
子

炉
起

動
時

に
発

生
し

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

事
象

の
原

因
（
当

該
欄

が
N

U
C

IA
情

報
に

な
い

場
合

は
、

事
象

の
概

要
を

記
載

）
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
３

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
2
0
0
0
～

2
0
0
9
年

度
の

原
子

炉
起

動
時

に
発

生
し

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

5
2
3
7
8

 １
号

機
タ

ー
ビ

ン
建

屋
屋

上
作

業
時

に
お

け
る

作
業

員
の

微
量

な
放

射
線

被
ば

く
に

つ
い

て

（
１

）
タ

ー
ビ

ン
建

屋
の

屋
上

の
線

量
上

昇
の

認
識

が
不

足
し

て
い

た
。

（
２

）
Ｐ

Ｔ
Ｗ

受
付

・
許

可
時

に
お

け
る

人
身

安
全

に
対

す
る

認
識

が
不

足
し

て
い

た
。

（
３

）
プ

ラ
ン

ト
運

転
中

の
タ

ー
ビ

ン
建

屋
屋

上
の

管
理

区
域

化
に

つ
い

て
の

明
確

な
決

ま
り

が
な

か
っ

た
。

（
４

）
放

射
線

管
理

グ
ル

ー
プ

へ
の

問
い

合
わ

せ
・
回

答
を

文
書

で
行

う
こ

と
の

ル
ー

ル
が

な
か

っ
た

。
（
５

）
タ

ー
ビ

ン
建

屋
屋

上
へ

の
昇

降
禁

止
の

表
示

及
び

理
由

が
無

く
、

物
理

的
な

措
置

が
不

十
分

で
あ

っ
た

。
（
６

）
「
鍵

管
理

要
領

」
に

対
し

て
運

転
管

理
・
設

備
保

全
及

び
人

身
安

全
の

観
点

か
ら

厳
格

な
実

施
が

不
十

分
で

あ
っ

た
。

（
７

）
当

直
業

務
が

設
備

保
全

及
び

人
身

安
全

に
直

結
し

て
い

る
と

い
う

自
覚

が
低

か
っ

た
。

（
８

）
「
特

別
措

置
エ

リ
ア

及
び

管
理

区
域

境
界

等
に

お
け

る
鍵

管
理

要
領

」
が

誤
解

を
招

き
や

す
い

記
載

で
あ

っ
た

。
（
９

）
「
特

別
措

置
エ

リ
ア

及
び

管
理

区
域

境
界

等
に

お
け

る
鍵

管
理

要
領

」
に

つ
い

て
の

説
明

が
不

十
分

で
あ

っ
た

。
（
1
0
）
協

力
企

業
が

当
直

に
鍵

を
借

り
に

行
っ

た
際

、
当

直
に

お
い

て
当

該
の

鍵
が

、
放

射
線

管
理

Ｇ
で

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
る

仕
組

み
に

な
っ

て
い

な
か

っ
た

。
（
1
1
）
非

定
常

な
作

業
、

作
業

環
境

が
変

わ
る

可
能

性
が

あ
る

作
業

に
対

し
て

は
、

事
前

の
現

場
確

認
を

実
施

す
る

と
い

う
意

識
が

不
足

し
て

い
た

。
（
1
2
）
タ

ー
ビ

ン
建

屋
屋

上
の

線
量

上
昇

に
対

し
、

放
射

線
管

理
の

立
場

か
ら

早
急

に
対

応
す

る
と

い
う

意
識

が
不

足
し

て
い

た
。

そ
の

他
＞

そ
の

他
抽

出
対

象
外

6
2
4
0
2

2
0
0
4
-
東

京
-
M

0
0
9

柏
崎

刈
羽

5
号

 原
子

炉
格

納
容

器
高

電
導

度
サ

ン
プ

流
量

測
定

装
置

の
故

障
に

つ
い

て

流
量

計
下

流
側

の
配

管
（
２

０
Ａ

）
の

詰
ま

り
に

よ
る

。
保

守
不

備
＞

保
守

不
完

全
抽

出
対

象
外

7
2
4
9
5

2
0
0
4
-
東

京
-
M

0
2
4

福
島

第
二

2
号

原
子

炉
起

動
時

に
お

け
る

原
子

炉
水

位
高

事
象

の
発

生
に

つ
い

て （
①

の
N

o
.3

2
と

同
じ

）

原
子

炉
が

長
期

停
止

し
て

い
た

こ
と

に
伴

い
、

起
動

中
の

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

内
点

検
時

に
原

子
炉

圧
力

が
早

め
に

低
下

す
る

こ
と

は
想

定
し

て
い

た
も

の
の

、
原

子
炉

圧
力

の
低

下
に

伴
う

給
水

系
吐

出
弁

バ
ラ

ン
ス

管
か

ら
の

給
水

の
増

加
量

を
予

測
で

き
な

か
っ

た
こ

と
、

及
び

原
子

炉
水

位
上

昇
時

の
対

応
操

作
と

し
て

，
Ｃ

Ｕ
Ｗ

系
排

出
ラ

イ
ン

流
量

制
限

器
バ

イ
パ

ス
弁

(G
3
3
-
F
0
2
5
)の

開
操

作
に

つ
い

て
運

転
手

順
書

に
記

載
が

な
か

っ
た

た
め

，
Ｃ

Ｕ
Ｗ

系
排

出
ラ

イ
ン

流
量

制
限

器
バ

イ
パ

ス
弁

(G
3
3
-
F
0
2
5
)

の
開

操
作

が
遅

れ
，

「
原

子
炉

水
位

高
(L

-
8
)」

の
警

報
に

至
っ

た
。

そ
の

他
＞

そ
の

他
抽

出
対

象
外

8
2
4
9
6

2
0
0
4
-
東

京
-
M

0
2
5

福
島

第
二

2
号

原
子

炉
建

屋
お

よ
び

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

に
お

け
る

水
の

漏
え

い
に

つ
い

て

　
原

因
調

査
結

果
か

ら
，

手
動

弁
及

び
逃

が
し

弁
か

ら
漏

え
い

し
た

原
因

は
，

以
下

の
通

り
で

あ
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

た
。

（
１

）
当

直
員

は
，

Ｌ
Ｃ

Ｗ
受

タ
ン

ク
の

水
位

が
上

昇
傾

向
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
，

流
入

元
を

特
定

す
る

た
め

，
手

順
書

を
作

成
し

た
。

（
２

）
当

直
員

は
，

圧
力

変
更

点
は

認
識

し
て

い
た

が
，

手
動

弁
(G

1
2
-
F
0
1
4
)ま

で
が

Ｃ
Ｕ

Ｗ
系

の
設

計
圧

力
の

範
囲

で
あ

る
と

思
い

込
ん

で
い

た
た

め
，

手
動

弁
(G

1
2
-

F
0
1
4
)を

「
閉

」
と

す
る

手
順

に
し

て
し

ま
っ

た
。

（
３

）
調

査
手

順
書

を
作

成
す

る
際

の
注

意
事

項
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

か
っ

た
。

（
４

）
以

上
の

理
由

か
ら

，
設

計
圧

力
へ

の
配

慮
が

不
足

し
て

い
た

調
査

手
順

書
に

従
っ

て
，

手
動

弁
(G

1
2
-
F
0
1
4
)を

「
閉

」
に

し
た

結
果

，
設

計
圧

力
0
.9

8
M

P
aの

範
囲

に
Ｃ

Ｕ
Ｗ

の
圧

力
(約

8
M

P
a)

が
加

わ
り

，
手

動
弁

（
G

1
2
-
F
0
1
4
）
の

グ
ラ

ン
ド

部
，

及
び

逃
が

し
弁

（
G

3
3
-
F
0
4
1
,F

0
7
8
）
の

フ
ラ

ン
ジ

部
に

漏
え

い
が

発
生

し
た

。

故
意

・
過

失
＞

作
業

者
の

過
失

抽
出

対
象

外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。

30



N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

事
象

の
原

因
（
当

該
欄

が
N

U
C

IA
情

報
に

な
い

場
合

は
、

事
象

の
概

要
を

記
載

）
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
３

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
2
0
0
0
～

2
0
0
9
年

度
の

原
子

炉
起

動
時

に
発

生
し

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

9
2
5
2
5

2
0
0
4
-
東

京
-
S
0
4
4

 福
島

第
二

2
号

 
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

保
持

ポ
ン

プ
（
Ａ

）
出

入
口

差
圧

計
に

つ
な

が
る

配
管

継
ぎ

手
部

か
ら

の
漏

え
い

に
つ

い
て

　
調

整
運

転
中

の
福

島
第

二
２

号
機

に
お

い
て

、
平

成
1
6
年

９
月

４
日

午
前

1
1
時

5
6

分
頃

、
運

転
員

が
パ

ト
ロ

ー
ル

中
、

原
子

炉
建

屋
５

階
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

保
持

ポ
ン

プ
室

（
Ａ

）
通

路
に

お
い

て
水

溜
ま

り
を

発
見

し
た

。
　

調
査

の
結

果
、

漏
え

い
は

同
ポ

ン
プ

出
入

口
差

圧
計

に
つ

な
が

る
配

管
の

継
ぎ

手
部

か
ら

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

り
、

同
差

圧
計

を
収

納
し

て
い

る
計

器
ラ

ッ
ク

の
入

口
弁

を
閉

じ
る

こ
と

に
よ

り
漏

え
い

は
止

ま
っ

た
。

　
そ

の
後

、
当

該
継

ぎ
手

部
の

増
し

締
め

を
行

い
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
　

ま
た

、
当

該
部

を
分

解
し

た
結

果
、

異
常

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

今
回

の
漏

え
い

の
原

因
は

、
継

ぎ
手

部
の

締
付

け
不

足
に

よ
る

も
の

と
推

定
。

当
該

継
ぎ

手
部

に
つ

い
て

は
、

９
月

５
日

、
パ

ッ
キ

ン
を

新
品

に
交

換
し

、
復

旧
し

た
。

　
な

お
、

漏
え

い
し

た
水

は
、

約
2
.6

リ
ッ

ト
ル

で
、

放
射

能
量

は
約

7
×

1
0
^2

ベ
ク

レ
ル

だ
っ

た
。

　
こ

れ
に

よ
る

外
部

へ
の

放
射

能
の

影
響

は
な

い
。

抽
出

対
象

外

1
0

2
5
4
2

2
0
0
4
-
東

京
-
S
0
4
8

 福
島

第
二

2
号

 
 福

島
第

二
原

子
力

発
電

所
２

号
機

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

内
に

お
け

る
ビ

ニ
ー

ル
片

等
の

発
見

・
回

収
に

つ
い

て

２
号

機
は

、
調

整
運

転
中

の
と

こ
ろ

、
9
月

1
3
日

９
時

5
5
分

頃
、

当
社

運
転

員
が

パ
ト

ロ
ー

ル
中

、
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
内

に
お

い
て

ビ
ニ

ー
ル

片
ら

し
き

も
の

等
４

個
を

発
見

し
た

。
　

こ
の

ビ
ニ

ー
ル

片
ら

し
き

も
の

等
の

う
ち

２
個

に
つ

い
て

は
、

同
日

1
1
時

1
3
分

頃
回

収
し

、
ビ

ニ
ー

ル
片

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
回

収
し

た
ビ

ニ
ー

ル
片

は
大

で
約

2
5
m

m
×

2
5
m

m
の

大
き

さ
で

あ
り

、
床

や
手

す
り

等
の

養
生

と
し

て
使

用
し

て
い

る
も

の
の

一
部

が
ち

ぎ
れ

落
下

し
た

も
の

と
推

定
し

た
。

残
り

の
２

個
に

つ
い

て
は

、
回

収
の

際
に

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

へ
流

れ
た

が
、

ス
キ

マ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
の

ゴ
ミ

を
取

る
フ

ィ
ル

タ
で

適
切

に
処

理
さ

れ
る

た
め

安
全

上
の

問
題

は
な

く
、

定
期

清
掃

時
に

回
収

予
定

で
あ

る
。

抽
出

対
象

外

1
1

2
5
9
3

2
0
0
4
-
東

京
-
M

0
3
4

福
島

第
二

4
号

 原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

お
け

る
運

転
上

の
制

限
の

逸
脱

　
作

業
性

が
悪

い
こ

と
も

あ
り

，
今

回
の

カ
シ

メ
部

の
大

き
さ

が
前

回
と

比
べ

小
さ

く
、

か
つ

、
カ

シ
メ

部
の

位
置

が
外

側
に

な
っ

た
た

め
，

ブ
ッ

シ
ン

グ
の

廻
り

止
め

が
不

十
分

と
な

り
Ｒ

Ｃ
ＩＣ

確
認

運
転

中
に

ブ
ッ

シ
ン

グ
が

ゆ
る

み
，

そ
の

結
果

，
弁

体
側

に
抜

け
出

し
弁

体
と

弁
蓋

の
間

に
挟

ま
っ

た
こ

と
に

よ
り

，
弁

が
全

開
し

な
か

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
た

。

保
守

不
備

＞
保

守
不

完
全

抽
出

対
象

外

1
2

2
6
1
1

2
0
0
4
-
東

京
-
M

0
3
8

福
島

第
二

4
号

 主
蒸

気
流

量
検

出
器

の
運

転
上

の
制

限
か

ら
の

逸
脱

に
つ

い
て

（
１

）
第

７
回

定
期

検
査

時
の

計
装

配
管

改
造

時
に

，
計

装
配

管
内

部
の

異
物

確
認

を
開

先
面

の
浸

透
探

傷
検

査
前

に
実

施
し

終
的

な
異

物
確

認
記

録
（
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

）
が

な
く
，

ウ
エ

ス
が

混
入

し
て

い
な

い
こ

と
は

確
認

で
き

て
い

な
い

こ
と

か
ら

，
こ

の
時

に
混

入
し

た
可

能
性

が
あ

る
。

な
お

，
異

物
確

認
を

浸
透

探
傷

検
査

前
に

実
施

し
た

原
因

は
，

監
督

者
の

配
管

工
事

の
経

験
が

不
足

し
て

い
た

た
め

勘
違

い
し

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
（
２

）
主

蒸
気

流
量

Ｄ
の

低
圧

側
計

装
配

管
内

に
ウ

エ
ス

が
混

入
し

た
ま

ま
復

旧
し

た
た

め
，

計
装

配
管

の
水

張
り

時
に

押
さ

れ
て

，
オ

リ
フ

ィ
ス

下
部

に
滞

留
し

た
。

（
３

）
オ

リ
フ

ィ
ス

下
部

に
ウ

エ
ス

が
滞

留
し

た
ま

ま
で

も
，

主
蒸

気
管

の
圧

力
測

定
は

可
能

で
あ

り
主

蒸
気

流
量

の
測

定
値

は
他

の
流

量
計

と
同

じ
で

あ
っ

た
が

，
過

渡
変

化
に

つ
い

て
は

応
答

が
遅

く
な

っ
た

。
（
４

）
こ

の
た

め
，

高
圧

側
の

圧
力

と
低

圧
側

の
圧

力
に

ア
ン

バ
ラ

ン
ス

が
生

じ
て

し
ま

い
，

過
渡

時
の

主
蒸

気
流

量
Ｄ

の
挙

動
が

他
の

主
蒸

気
流

量
の

挙
動

と
逆

と
な

っ
た

。
な

お
，

主
蒸

気
流

量
Ｄ

の
流

量
大

の
検

出
器

（
２

個
）
の

応
答

が
遅

い
こ

と
が

安
全

性
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
し

た
結

果
，

主
蒸

気
流

量
が

他
の

検
出

器
（
１

４
個

）
に

よ
り

正
常

に
検

出
さ

れ
主

蒸
気

隔
離

弁
の

閉
機

能
が

達
成

さ
れ

る
た

め
，

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

保
守

不
備

＞
保

守
不

完
全

抽
出

対
象

外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

事
象

の
原

因
（
当

該
欄

が
N

U
C

IA
情

報
に

な
い

場
合

は
、

事
象

の
概

要
を

記
載

）
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
３

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
2
0
0
0
～

2
0
0
9
年

度
の

原
子

炉
起

動
時

に
発

生
し

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

1
3

2
6
3
5

2
0
0
4
-
東

京
-
M

0
4
5

福
島

第
二

4
号

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
タ

ー
ビ

ン
排

気
逆

止
弁

の
シ

ー
ト

リ
ー

ク
に

よ
る

Ｄ
／

Ｗ
圧

力
の

低
下

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
の

運
転

に
よ

っ
て

、
排

気
逆

止
弁

の
弁

体
の

す
わ

り
が

悪
く
な

り
、

シ
ー

ト
リ

ー
ク

が
発

生
し

た
こ

と
に

よ
っ

て
、

タ
ー

ビ
ン

の
グ

ラ
ン

ド
部

か
ら

Ｎ
２

が
漏

え
い

し
、

Ｄ
／

Ｗ
圧

力
が

低
下

し
た

と
推

定
さ

れ
た

。

保
守

不
備

＞
保

守
不

完
全

抽
出

対
象

外

1
4

2
7
7
9

  
2
0
0
4
-
東

京
-
S
0
7
7
 福

島
第

一
6
号

 原
子

炉
建

屋
内

に
お

け
る

水
漏

れ
　

水
漏

れ
の

原
因

に
つ

い
て

調
査

し
た

結
果

、
サ

ン
プ

ピ
ッ

ト
点

検
時

に
は

流
入

水
を

仮
設

ポ
ン

プ
で

排
出

す
る

こ
と

と
し

て
い

た
が

、
仮

設
ポ

ン
プ

を
使

用
可

能
な

状
態

に
し

て
い

な
か

っ
た

こ
と

や
、

使
用

前
検

査
に

際
し

て
事

前
に

サ
ン

プ
ピ

ッ
ト

の
水

位
が

低
い

こ
と

を
確

認
し

、
こ

れ
ま

で
の

経
験

か
ら

使
用

前
検

査
を

実
施

し
て

も
問

題
は

な
い

と
考

え
た

が
、

予
想

よ
り

も
流

入
量

が
多

め
で

あ
っ

た
た

め
、

冷
却

水
が

溢
れ

た
こ

と
が

分
か

っ
た

。
　

ま
た

、
サ

ン
プ

ピ
ッ

ト
の

点
検

に
際

し
て

、
点

検
時

期
や

作
業

準
備

工
程

に
関

す
る

作
業

関
係

者
間

で
の

事
前

調
整

が
不

足
し

て
い

た
こ

と
が

分
か

っ
た

。

抽
出

対
象

外

1
5

2
8
8
4

2
0
0
4
-
東

京
-
M

0
4
7

 福
島

第
一

6
号

 
 原

子
炉

格
納

容
器

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
流

量
増

加
に

つ
い

て
漏

え
い

の
原

因
は

、
以

下
の

よ
う

に
推

定
さ

れ
る

。
Ｂ

系
ド

レ
ン

弁
に

つ
い

て
は

、
今

回
の

定
期

検
査

時
に

お
け

る
水

抜
き

後
の

復
旧

水
張

り
時

に
お

け
る

弁
閉

操
作

時
に

弁
シ

ー
ト

部
に

ス
ケ

ー
ル

等
が

噛
み

込
ん

だ
こ

と
に

よ
り

漏
え

い
が

発
生

し
た

。
そ

の
後

の
漏

え
い

に
よ

る
熱

の
影

響
で

弁
体

及
び

弁
座

に
微

少
な

ひ
ず

み
が

生
じ

、
シ

ー
ト

部
の

当
た

り
が

不
均

一
に

な
っ

た
こ

と
及

び
漏

え
い

に
伴

う
軽

度
な

エ
ロ

ー
ジ

ョ
ン

に
よ

り
シ

ー
ト

部
の

隙
間

が
徐

々
に

大
き

く
な

っ
た

こ
と

か
ら

漏
え

い
量

が
緩

や
か

に
増

加
し

て
い

っ
た

。
一

方
、

Ａ
系

に
つ

い
て

は
、

一
次

弁
（
Ｆ

０
５

１
Ａ

）
に

ス
ケ

ー
ル

の
付

着
、

二
次

弁
（
Ｆ

０
５

２
Ａ

）
に

ス
ケ

ー
ル

等
噛

み
込

み
と

思
わ

れ
る

傷
及

び
二

次
弁

に
軽

度
な

エ
ロ

ー
ジ

ョ
ン

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ス

ケ
ー

ル
等

の
噛

み
込

み
に

よ
る

漏
え

い
が

あ
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

が
、

Ａ
系

は
当

た
り

に
不

均
一

な
箇

所
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

Ｂ
系

に
比

べ
、

漏
え

い
が

少
な

か
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

保
守

不
備

＞
保

守
不

完
全

抽
出

対
象

外

1
6

9
1
8
8

2
0
0
7
-
東

北
-
S
0
3
8

 女
川

1
号

 
制

御
棒

操
作

中
に

お
け

る
動

作
不

良
に

つ
い

て
原

子
炉

起
動

段
階

の
出

力
上

昇
の

た
め

の
制

御
棒

操
作

時
に

、
制

御
棒

の
１

ノ
ッ

チ
※

引
抜

き
操

作
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
２

ノ
ッ

チ
引

抜
け

る
事

象
が

３
本

の
制

御
棒

に
お

い
て

計
４

回
発

生
し

た
。

い
ず

れ
の

事
象

に
つ

い
て

も
、

事
象

確
認

後
、

速
や

か
に

制
御

棒
を

所
定

の
位

置
に

戻
し

て
お

り
、

安
全

上
問

題
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
子

炉
起

動
後

の
定

期
試

験
で

、
全

て
の

制
御

棒
に

つ
い

て
１

ノ
ッ

チ
挿

入
・
引

抜
き

試
験

を
実

施
し

た
結

果
、

動
作

が
正

常
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
原

因
は

、
制

御
棒

駆
動

水
配

管
内

に
空

気
が

混
入

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

抽
出

対
象

外

1
7

9
1
8
9

2
0
0
7
-
東

北
-
S
0
3
9

 女
川

1
号

 
 局

部
出

力
領

域
モ

ニ
タ

検
出

器
の

制
御

基
板

の
不

良
に

つ
い

て
女

川
１

号
機

の
起

動
過

程
に

お
い

て
、

局
部

出
力

領
域

モ
ニ

タ
検

出
器

（
以

下
、

「
Ｌ

Ｐ
Ｒ

Ｍ
検

出
器

」
と

い
う

。
）
の

校
正

作
業

時
に

、
中

央
制

御
室

に
あ

る
Ｌ

Ｐ
Ｒ

Ｍ
検

出
器

の
制

御
基

板
１

枚
（
以

下
、

「
当

該
基

板
」
と

い
う

。
）
の

モ
ー

ド
切

替
ス

イ
ッ

チ
を

操
作

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

基
板

の
出

力
指

示
が

変
動

す
る

事
象

が
発

生
し

た
。

原
因

は
、

当
該

基
板

の
モ

ー
ド

切
替

ス
イ

ッ
チ

の
接

触
不

良
と

推
定

し
た

。
当

該
基

板
の

交
換

を
行

い
、

異
常

の
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

抽
出

対
象

外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

事
象

の
原

因
（
当

該
欄

が
N

U
C

IA
情

報
に

な
い

場
合

は
、

事
象

の
概

要
を

記
載

）
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
３

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
2
0
0
0
～

2
0
0
9
年

度
の

原
子

炉
起

動
時

に
発

生
し

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

1
8

9
1
9
2

2
0
0
7
-
東

北
-
S
0
4
4

女
川

1
号

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

測
定

計
器

の
ず

れ
に

つ
い

て

高
圧

注
水

系
の

弁
棒

折
損

（
７

月
３

日
お

知
ら

せ
済

み
）
の

水
平

展
開

と
し

て
、

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
以

下
、

「
Ｒ

Ｃ
ＩＣ

」
と

い
う

。
）
試

験
用

調
整

弁
の

開
度

調
整

を
行

う
た

め
に

、
Ｒ

Ｃ
ＩＣ

ポ
ン

プ
を

起
動

し
た

と
こ

ろ
、

ポ
ン

プ
起

動
直

後
に

出
口

流
量

測
定

計
器

に
わ

ず
か

な
指

示
低

下
を

確
認

し
た

。
な

お
、

ポ
ン

プ
の

性
能

に
は

問
題

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
Ｒ

Ｃ
ＩＣ

ポ
ン

プ
が

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

流
量

が
０

ｍ
３

／
ｈ

に
な

る
と

こ
ろ

、
計

器
の

わ
ず

か
な

ず
れ

に
よ

り
、

約
５

ｍ
３

／
ｈ

の
流

量
が

出
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

計
器

を
新

品
に

交
換

し
た

際
に

発
生

す
る

こ
と

が
あ

る
計

器
の

ず
れ

で
あ

り
、

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
ポ

ン
プ

起
動

時
に

配
管

内
の

圧
力

が
変

動
し

た
た

め
、

当
該

計
器

信
号

が
わ

ず
か

に
変

化
し

、
指

示
値

が
低

下
し

た
も

の
と

推
定

し
た

。
そ

の
後

、
出

口
流

量
発

信
器

の
校

正
を

行
い

、
出

口
流

量
指

示
値

が
正

常
に

戻
っ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。

抽
出

対
象

外

1
9

9
7
9
1

2
0
0
8
-
北

陸
-
M

0
0
4

 志
賀

2
号

 
発

電
機

出
力

５
０

％
に

お
け

る
気

体
廃

棄
物

処
理

系
の

水
素

濃
度

の
上

昇
事

象
に

つ
い

て

調
査

結
果

か
ら

、
白

金
酸

化
物

に
よ

る
触

媒
の

一
時

的
な

性
能

低
下

が
一

つ
の

要
因

と
す

れ
ば

、
以

下
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

考
え

ら
れ

る
。

①
白

金
酸

化
物

に
よ

る
初

期
の

触
媒

活
性

の
低

下
に

よ
り

、
水

素
と

酸
素

の
初

期
再

結
合

反
応

裕
度

（
再

結
合

可
能

水
素

量
－

流
入

水
素

量
）
が

低
下

し
た

。
②

2
0
％

出
力

程
度

ま
で

は
、

再
結

合
器

へ
の

流
入

水
素

量
が

少
な

い
た

め
に

、
流

入
水

素
量

は
再

結
合

可
能

水
素

量
を

下
回

り
、

出
口

水
素

濃
度

は
低

く
維

持
さ

れ
た

。
③

5
0
％

出
力

で
は

再
結

合
器

へ
の

流
入

水
素

量
が

増
大

し
た

こ
と

、
及

び
触

媒
活

性
が

十
分

で
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
流

入
水

素
量

に
対

し
再

結
合

可
能

水
素

量
が

十
分

で
は

な
く
、

そ
の

結
果

、
排

ガ
ス

除
湿

冷
却

器
出

口
水

素
濃

度
が

上
昇

し
た

。
④

出
力

を
8
0
％

ま
で

上
昇

さ
せ

た
こ

と
に

よ
り

、
再

結
合

器
へ

の
流

入
水

素
量

は
さ

ら
に

増
大

し
た

が
、

触
媒

温
度

の
上

昇
に

伴
い

白
金

酸
化

物
の

還
元

等
に

よ
り

白
金

酸
化

物
が

減
少

し
、

触
媒

活
性

が
向

上
す

る
こ

と
に

よ
り

、
再

結
合

可
能

水
素

量
が

増
大

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
出

口
水

素
濃

度
が

低
く
、

安
定

に
推

移
し

た
。

⑤
そ

の
後

発
電

機
出

力
を

下
げ

て
解

列
し

た
際

、
ま

た
、

本
並

列
か

ら
定

格
電

気
出

力
に

至
る

際
に

も
、

再
結

合
可

能
水

素
量

が
流

入
水

素
量

を
上

回
り

出
口

水
素

濃
度

は
上

昇
し

な
か

っ
た

。
ま

た
、

事
象

発
生

後
引

き
続

き
調

査
を

実
施

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

他
プ

ラ
ン

ト
（
浜

岡
４

・
５

号
機

）
で

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

た
こ

と
が

わ
か

り
、

以
下

の
原

因
が

推
定

さ
れ

た
。

⑥
触

媒
の

製
造

方
法

の
変

更
で

ベ
ー

マ
イ

ト
組

織
が

多
く
な

り
白

金
の

活
性

表
面

積
が

減
少

し
、

低
圧

タ
ー

ビ
ン

に
塗

布
し

た
液

状
パ

ッ
キ

ン
の

一
部

が
揮

発
し

排
ガ

ス
再

結
合

器
に

流
入

し
白

金
表

面
を

覆
っ

た
こ

と
で

触
媒

性
能

が
低

下
し

た
。

設
計

・
製

作
不

良
＞

製
作

不
良

抽
出

対
象

外

2
0

9
9
0
1

2
0
0
8
-
関

西
-
M

0
0
3

美
浜

2
号

Ａ
－

余
熱

除
去

ポ
ン

プ
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
か

ら
の

漏
え

い
に

伴
う

保
安

規
定

の
運

転
上

の
制

限
の

逸
脱

に
つ

い
て

　
シ

ー
ル

リ
ン

グ
背

面
に

、
シ

ー
ル

リ
ン

グ
の

製
作

時
に

発
生

し
た

と
思

わ
れ

る
当

た
り

が
得

ら
れ

な
い

箇
所

が
存

在
し

た
た

め
、

摺
動

面
で

の
当

た
り

状
況

に
バ

ラ
ツ

キ
が

生
じ

て
い

た
。

そ
の

結
果

と
し

て
、

運
転

中
に

摺
動

面
で

偏
摩

耗
が

発
生

し
、

カ
ー

ボ
ン

摩
耗

粉
が

多
く
発

生
し

た
。

さ
ら

に
ポ

ン
プ

停
止

に
よ

り
、

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

フ
ラ

ッ
シ

ン
グ

水
（
自

己
潤

滑
）
が

停
止

し
、

ポ
ン

プ
軸

か
ら

の
伝

熱
に

よ
り

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

（
ス

リ
ー

ブ
）
の

温
度

が
上

昇
し

た
こ

と
か

ら
、

熱
伸

び
に

よ
り

摺
動

面
の

当
た

り
状

況
が

変
化

し
漏

え
い

（
カ

ー
ボ

ン
摩

耗
粉

を
含

む
水

）
が

発
生

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

そ
の

他
＞

そ
の

他
抽

出
対

象
外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

事
象

の
原

因
（
当

該
欄

が
N

U
C

IA
情

報
に

な
い

場
合

は
、

事
象

の
概

要
を

記
載

）
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
３

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
2
0
0
0
～

2
0
0
9
年

度
の

原
子

炉
起

動
時

に
発

生
し

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

2
1

1
0
2
2
5

2
0
0
8
-
東

北
-
T
0
1
5

 女
川

1
号

 女
川

原
子

力
発

電
所

１
号

機
発

電
機

出
力

上
昇

過
程

に
お

け
る

制
御

棒
1
本

の
全

挿
入

に
つ

い
て

　
原

因
は

、
制

御
棒

駆
動

水
圧

系
の

空
気

抜
き

作
業

を
原

子
炉

運
転

中
に

実
施

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
で

す
。

ま
た

、
原

子
炉

運
転

中
に

当
該

作
業

実
施

に
至

っ
た

原
因

は
、

以
下

の
と

お
り

で
す

。
（
１

）
作

業
を

承
認

・
了

解
し

た
管

理
職

お
よ

び
原

子
炉

主
任

技
術

者
は

、
制

御
棒

駆
動

機
構

は
一

定
以

上
の

差
圧

が
あ

る
と

制
御

棒
が

挿
入

さ
れ

る
こ

と
、

お
よ

び
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

出
口

圧
力

が
原

子
炉

圧
力

よ
り

低
下

し
た

場
合

に
お

い
て

も
原

子
炉

圧
力

が
制

御
棒

駆
動

機
構

下
部

に
印

加
さ

れ
、

確
実

に
制

御
棒

が
挿

入
さ

れ
る

構
造

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
た

も
の

の
、

説
明

時
に

今
回

の
空

気
抜

き
作

業
の

実
施

可
否

判
断

に
必

要
な

技
術

的
情

報
が

な
く
、

自
ら

も
確

認
し

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
原

子
炉

運
転

状
態

で
当

該
作

業
を

実
施

す
る

と
、

制
御

棒
が

挿
入

さ
れ

る
可

能
性

に
気

付
く
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
（
２

）
今

回
の

作
業

手
順

は
、

本
来

、
原

子
炉

停
止

中
（
大

気
圧

状
態

）
に

お
け

る
空

気
抜

き
作

業
の

手
順

で
あ

っ
た

が
、

適
用

範
囲

（
運

転
状

態
等

）
が

明
記

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
（
３

）
原

子
炉

起
動

過
程

の
各

段
階

で
、

プ
ラ

ン
ト

デ
ー

タ
、

作
業

完
了

の
状

況
お

よ
び

パ
ト

ロ
ー

ル
の

結
果

等
に

つ
い

て
評

価
を

行
う

た
め

に
実

施
し

て
い

る
「
起

動
時

健
全

性
評

価
会

」
に

お
い

て
、

制
御

棒
が

２
ノ

ッ
チ

引
き

抜
け

る
事

象
に

つ
い

て
は

、
情

報
提

供
が

行
わ

れ
た

も
の

の
、

報
告

事
項

か
審

議
事

項
か

の
位

置
付

け
が

不
明

確
で

あ
り

出
席

者
も

そ
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

確
認

し
な

か
っ

た
。

こ
の

た
め

、
２

ノ
ッ

チ
引

き
抜

け
る

事
象

へ
の

措
置

の
要

否
に

つ
い

て
は

議
論

が
行

わ
れ

な
か

っ
た

。

抽
出

対
象

外

2
2

1
0
2
9
3

2
0
0
9
-
東

北
-
S
0
0
1

 女
川

1
号

 
給

水
加

熱
器

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

（
Ｂ

）
軸

封
部

の
監

視
強

化
に

つ
い

て
 女

川
原

子
力

発
電

所
１

号
機

（
沸

騰
水

型
、

定
格

電
気

出
力

５
２

万
４

千
ｋ
Ｗ

）
は

、
第

１
８

回
定

期
検

査
の

調
整

運
転

中
、

給
水

加
熱

器
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
＊

１
（
Ｂ

）
軸

封
部

（
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
）
＊

２
か

ら
シ

ー
ル

水
が

わ
ず

か
に

し
み

出
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

量
は

わ
ず

か
で

あ
り

、
給

水
加

熱
器

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

（
Ｂ

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
n
な

い
が

、
漏

え
い

量
の

監
視

を
強

化
し

て
い

く
。

な
お

、
こ

の
事

象
に

よ
る

発
電

所
周

辺
へ

の
放

射
能

の
影

響
は

な
い

。
ま

た
、

本
事

象
は

法
律

に
基

づ
く
報

告
事

象
で

は
な

い
。

　
こ

れ
ま

で
、

漏
え

い
量

を
監

視
し

て
お

り
ま

し
た

が
、

漏
え

い
量

は
わ

ず
か

で
、

減
少

傾
向

に
あ

り
、

給
水

加
熱

器
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
（
Ｂ

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

継
続

し
て

漏
え

い
量

の
監

視
強

化
を

行
い

な
が

ら
４

月
８

日
に

発
電

機
出

力
を

上
昇

さ
せ

る
こ

と
と

し
た

。

抽
出

対
象

外

2
3

1
0
3
1
8

2
0
0
9
-
東

北
-
M

0
0
1

 女
川

1
号

 
 高

圧
注

水
系

の
運

転
上

の
制

限
を

満
足

し
な

い
事

象
に

つ
い

て
当

該
フ

ラ
ン

ジ
部

に
つ

い
て

は
，

過
去

に
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
交

換
実

績
が

な
い

こ
と

か
ら

，
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
経

年
劣

化
に

よ
り

シ
ー

ル
性

能
が

低
下

し
，

漏
え

い
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

す
る

。

保
守

不
備

＞
保

守
不

完
全

抽
出

対
象

外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

事
象

の
原

因
（
当

該
欄

が
N

U
C

IA
情

報
に

な
い

場
合

は
、

事
象

の
概

要
を

記
載

）
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
３

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
2
0
0
0
～

2
0
0
9
年

度
の

原
子

炉
起

動
時

に
発

生
し

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

2
4

1
0
3
4
4

2
0
0
9
-
東

京
-
M

0
0
6

柏
崎

刈
羽

7
号

 柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

７
号

機
　

運
転

上
の

制
限

逸
脱

に
つ

い
て

（
R

C
IC

, 
S
/
C

）

（
①

の
N

o
.2

0
と

同
じ

）

１
．

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
ポ

ン
プ

が
停

止
で

き
な

か
っ

た
原

因
　

今
回

の
定

期
検

査
に

お
い

て
主

蒸
気

止
め

弁
の

点
検

を
行

っ
た

際
に

、
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
を

調
整

し
、

ス
ト

ロ
ー

ク
調

整
を

実
施

し
た

が
、

施
工

要
領

書
に

お
け

る
弁

駆
動

部
の

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

調
整

方
法

の
記

載
が

不
十

分
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

弁
の

弁
体

と
弁

箱
が

当
た

り
バ

ッ
ク

シ
ー

ト
が

効
い

て
、

引
張

力
が

高
め

と
な

っ
た

た
め

、
当

該
ラ

ッ
チ

機
構

が
動

作
し

づ
ら

く
な

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
　

ま
た

、
Ｒ

Ｃ
ＩＣ

運
転

直
後

の
ホ

ッ
ト

状
態

で
は

、
運

転
停

止
後

の
コ

ー
ル

ド
状

態
に

比
べ

、
引

張
力

が
若

干
大

き
く
な

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
コ

ー
ル

ド
状

態
よ

り
も

停
止

し
づ

ら
い

状
態

と
な

っ
て

い
た

も
の

と
推

定
さ

れ
た

。
　

な
お

、
主

蒸
気

止
め

弁
駆

動
部

の
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
を

調
整

し
、

ス
ト

ロ
ー

ク
調

整
を

実
施

し
た

の
は

運
転

開
始

以
降

初
め

て
で

あ
っ

た
。

２
．

Ｓ
／

Ｃ
水

位
が

高
警

報
に

至
っ

た
原

因
　

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
の

確
認

運
転

前
に

こ
れ

ま
で

の
運

転
経

験
に

基
づ

き
Ｓ

／
Ｃ

水
位

を
低

下
さ

せ
、

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
タ

ー
ビ

ン
使

用
蒸

気
排

気
に

よ
る

水
位

上
昇

対
策

を
講

じ
る

と
共

に
、

確
認

運
転

後
は

４
個

の
水

位
計

の
内

１
個

の
Ｓ

／
Ｃ

水
位

高
警

報
が

発
生

直
後

に
Ｓ

／
Ｃ

水
移

送
の

準
備

を
開

始
し

た
が

、
Ｓ

／
Ｃ

水
位

の
変

動
に

対
す

る
配

慮
が

足
り

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
Ｒ

Ｃ
ＩＣ

タ
ー

ビ
ン

使
用

蒸
気

排
気

お
よ

び
Ｒ

Ｈ
Ｒ

，
Ｒ

Ｃ
ＩＣ

の
運

転
に

よ
る

水
の

循
環

運
転

の
影

響
を

受
け

た
Ｓ

／
Ｃ

水
位

の
ハ

ン
チ

ン
グ

に
よ

り
、

別
の

水
位

計
の

警
報

が
瞬

時
発

生
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

た
。

保
守

不
備

＞
保

守
不

完
全

抽
出

対
象

外

2
5

1
0
5
9
1

2
0
0
9
-
東

京
-
S
0
0
5

 柏
崎

刈
羽

7
号

 
 柏

崎
刈

羽
原

子
力

発
電

所
７

号
機

　
タ

ー
ビ

ン
駆

動
給

水
ポ

ン
プ

（
Ｂ

）
確

認
運

転
時

に
お

け
る

地
絡

警
報

の
発

生
に

つ
い

て

地
震

点
検

後
の

起
動

操
作

中
の

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

７
号

機
に

お
い

て
、

タ
ー

ビ
ン

駆
動

給
水

ポ
ン

プ
の

起
動

試
験

を
実

施
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
平

成
２

１
年

５
月

１
３

日
の

２
０

時
１

８
分

頃
、

Ｂ
系

の
駆

動
タ

ー
ビ

ン
を

昇
速

す
る

段
階

で
計

測
系

の
電

気
回

路
に

漏
電

を
示

す
警

報
（
地

絡
）
が

数
秒

間
発

生
し

た
。

接
続

す
る

電
気

回
路

の
ケ

ー
ブ

ル
に

振
動

を
与

え
る

な
ど

の
調

査
を

行
っ

た
結

果
、

事
象

が
再

現
（
地

絡
警

報
が

発
生

）
し

た
た

め
、

ケ
ー

ブ
ル

に
絶

縁
処

理
を

実
施

し
た

。
そ

の
後

、
タ

ー
ビ

ン
駆

動
給

水
ポ

ン
プ

Ｂ
系

の
起

動
試

験
を

再
実

施
し

、
地

絡
警

報
が

発
生

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

抽
出

対
象

外

2
6

1
0
3
5
5

2
0
0
9
-
東

京
-
S
0
0
6

柏
崎

刈
羽

7
号

 電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
給

水
流

量
調

節
弁

の
開

度
表

示
器

の
不

具
合

平
成

2
1
年

５
月

1
5
日

、
午

後
１

時
９

分
、

主
タ

ー
ビ

ン
を

起
動

し
た

後
に

、
発

電
機

の
仮

並
列

に
よ

る
発

電
開

始
の

準
備

を
進

め
て

い
た

と
こ

ろ
、

午
後

５
時

2
7
分

頃
、

「
計

算
機

検
出

器
故

障
」
の

警
報

が
発

生
し

、
そ

の
後

、
運

転
中

の
電

動
機

駆
動

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

（
Ｂ

）
の

給
水

流
量

調
節

弁
の

状
態

が
正

し
く
表

示
さ

れ
な

く
な

り
、

現
場

の
弁

の
開

度
と

異
な

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
そ

の
た

め
、

原
子

炉
を

未
臨

界
状

態
に

し
て

、
当

該
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
（
Ｂ

）
の

給
水

流
量

調
節

弁
の

開
度

表
示

器
を

点
検

・
修

理
・
調

整
す

る
こ

と
と

し
、

あ
わ

せ
て

、
も

う
１

台
あ

る
電

動
機

駆
動

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

（
Ａ

）
の

給
水

流
量

調
節

弁
の

開
度

表
示

器
の

点
検

も
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
調

査
の

結
果

、
給

水
流

量
調

節
弁

を
絞

っ
た

状
態

で
電

動
機

駆
動

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

を
運

転
し

て
い

た
際

、
当

該
弁

に
取

り
付

け
ら

れ
て

い
る

開
度

発
信

器
に

加
わ

る
振

動
に

よ
り

、
開

度
発

信
器

の
ゼ

ロ
点

調
整

部
等

に
ズ

レ
が

生
じ

、
当

該
弁

の
開

度
表

示
が

実
際

の
弁

の
開

度
と

異
な

る
事

象
が

発
生

し
た

も
の

と
推

定
し

た
。

抽
出

対
象

外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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N
o
.

N
U

C
IA

通
番

報
告

書
番

号
ユ

ニ
ッ

ト
名

件
名

事
象

の
原

因
（
当

該
欄

が
N

U
C

IA
情

報
に

な
い

場
合

は
、

事
象

の
概

要
を

記
載

）
原

因
分

類
＊

経
年

劣
化

に
該

当
別

表
１

の
抽

出
対

象

表
３

　
N

U
C

IA
情

報
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
（
2
0
0
0
～

2
0
0
9
年

度
の

原
子

炉
起

動
時

に
発

生
し

た
ト

ラ
ブ

ル
等

情
報

）

2
7

1
0
5
7
2

2
0
0
9
-
東

京
-
M

0
0
8

 柏
崎

刈
羽

7
号

 
 主

排
気

筒
か

ら
の

ヨ
ウ

素
の

検
出

に
つ

い
て

原
因

は
以

下
の

通
り

と
推

定
し

た
。

（
１

）
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
内

部
の

圧
力

が
高

い
状

態
（
プ

ラ
ン

ト
低

出
力

時
）
に

お
い

て
、

ヒ
ー

タ
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
の

イ
ン

サ
ー

ビ
ス

に
伴

い
抽

気
蒸

気
に

含
ま

れ
る

ヨ
ウ

素
1
3
3
を

含
む

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

の
内

部
水

の
一

部
が

給
水

ポ
ン

プ
シ

ー
ル

水
戻

り
配

管
に

混
入

し
た

。
（
２

）
タ

ー
ビ

ン
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
（
Ａ

）
に

つ
い

て
は

、
（
Ｂ

）
に

比
べ

て
シ

ー
ル

水
に

混
入

す
る

ポ
ン

プ
内

部
水

が
多

か
っ

た
。

（
３

）
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
シ

ー
ル

水
戻

り
配

管
に

設
置

さ
れ

る
ス

テ
ッ

キ
ベ

ン
ト

開
口

部
の

大
気

開
放

さ
れ

た
箇

所
か

ら
復

水
回

収
タ

ン
ク

室
に

漏
れ

出
す

ヨ
ウ

素
1
3
3
の

拡
散

量
が

増
加

し
、

同
タ

ン
ク

室
の

換
気

空
調

系
を

通
じ

主
排

気
筒

へ
導

か
れ

、
主

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
の

サ
ン

プ
リ

ン
グ

測
定

に
て

ヨ
ウ

素
1
3
3
を

検
出

し
た

も
の

と
推

定
し

た
。

そ
の

他
＞

そ
の

他
抽

出
対

象
外

2
8

1
0
5
9
4

2
0
0
9
-
東

京
-
S
0
1
3

 柏
崎

刈
羽

7
号

 
柏

崎
刈

羽
原

子
力

発
電

所
７

号
機

　
高

圧
ヒ

ー
タ

ー
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
（
Ｃ

）
の

モ
ー

タ
ー

と
ポ

ン
プ

の
軸

結
合

部
か

ら
の

潤
滑

油
の

に
じ

み
に

つ
い

て

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

７
号

機
は

、
地

震
点

検
後

の
起

動
操

作
中

の
と

こ
ろ

、
平

成
２

１
年

６
月

２
日

、
高

圧
ヒ

ー
タ

ー
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
（
Ｃ

）
の

モ
ー

タ
ー

と
ポ

ン
プ

の
軸

結
合

部
か

ら
ご

く
わ

ず
か

に
潤

滑
油

の
に

じ
み

お
よ

び
、

床
面

へ
の

滴
下

が
確

認
さ

れ
た

。
な

お
、

漏
え

い
量

が
極

微
量

な
こ

と
か

ら
ポ

ン
プ

の
運

転
状

態
に

は
異

常
は

な
か

っ
た

。
そ

の
後

、
念

の
た

め
、

予
定

さ
れ

て
い

た
制

御
棒

の
パ

タ
ー

ン
調

整
に

合
わ

せ
て

同
ポ

ン
プ

を
停

止
し

、
軸

結
合

部
の

グ
リ

ス
注

入
口

の
増

し
締

め
お

よ
び

コ
ー

キ
ン

グ
処

理
を

行
い

、
漏

え
い

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

抽
出

対
象

外

2
9

1
0
5
6
7

2
0
0
9
-
東

京
-
S
0
1
4

柏
崎

刈
羽

7
号

 柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

７
号

機
　

プ
ラ

ン
ト

全
体

の
機

能
試

験
に

お
け

る
タ

ー
ビ

ン
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
（
Ａ

）
吐

出
弁

か
ら

の
漏

え
い

に
つ

い
て

当
所

７
号

機
は

、
平

成
2
1
年

５
月

８
日

よ
り

プ
ラ

ン
ト

全
体

の
機

能
試

験
を

開
始

し
、

定
格

熱
出

力
一

定
運

転
中

だ
が

、
本

日
午

後
１

時
頃

、
タ

ー
ビ

ン
建

屋
地

下
１

階
（
管

理
区

域
内

）
に

あ
る

タ
ー

ビ
ン

駆
動

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

（
Ａ

）
吐

出
弁

上
蓋

部
付

近
か

ら
わ

ず
か

な
湯

気
状

の
漏

え
い

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
弁

上
蓋

の
増

し
締

め
を

行
っ

た
結

果
、

午
後

２
時

4
0
分

頃
漏

え
い

は
停

止
し

た
。

建
屋

内
の

放
射

線
モ

ニ
タ

の
指

示
値

に
変

動
は

な
く
、

本
事

象
に

伴
う

外
部

へ
の

放
射

能
の

影
響

は
な

い
。

抽
出

対
象

外

＊
：
N

U
C

IA
情

報
の

「
原

因
分

類
」
欄

を
抜

粋
。

記
載

が
な

い
情

報
は

ブ
ラ

ン
ク

と
す

る
。
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1
参
考
︓
ガ
イ
ドラ
イ
ン
の
位
置
づ
け

⻑
期
停
⽌
期
間
＊

・O
E・
CA
P

海
外
不
具
合
情
報

・経
年
劣
化
知
⾒

＊
︓
本
図
は
イメ
ー
ジ
。⻑

期
停
⽌
の
時
期
・期
間
は
プ
ラン
トに
よ
り異

な
る
。

添
付
資
料
①
②
③

⻑
期
停
⽌
期
間
中
の
経
年
劣
化
事
象
整
理

別
添
A

取
替
困
難
機
器
の
⻑
期
停
⽌
期
間
中
の

経
年
劣
化
事
象
と保

全
ポ
イン
ト

各
社
実
績
・知
⾒

技
術
ベ
ー
ス

今
後
の
⻑
期
停
⽌
期
間
中
の
経
年
劣
化
管
理
に
活
⽤

▽
再
稼
働

（
機
器
・系
統
の
機
能
維
持
を
試
験
・検
査
で
確
認
後
）

⻑
期
停
⽌
期
間
中
の
保
全
ガ
イド

本
⽂

特
別
な
保
全
計
画
の
作
成
の
基
本
的
な
考
え
⽅

2

▽
基
準
適
合
確
認

参
考
資
料
３

（
参
照
︓
資
料
2-
2）

（
参
照
︓
資
料
2-
1、
2-
3）

（
各
事
業
者
に
て
個
別
の
使
⽤
環
境
を
考
慮
）

安
全
な
⻑
期
運
転
に
向
け
た
取
組

・⻑
期
停
⽌
期
間
中
の
経
年
劣
化
事
象
に
つ
い
て
、参

考
とな
る
⼀
般
情
報
とし
て
想
定
要
否
（
〇
・×
）
を
分
類

運
転
期
間

・プ
ラン
トの
⻑
期
運
転
に
あ
た
り重

要
な
取
替
困
難
機
器

に
つ
い
て
、運

転
延
⻑
認
可
に
お
い
て
特
別
点
検
対
象
で

も
あ
り機

器
・構
造
物
を
特
定
し、
経
年
劣
化
事
象
の
分

類
と保

全
ポ
イン
トを
整
理
。

3
4
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2
参
考
︓
⻑
期
停
⽌
期
間
の
経
年
劣
化
の
分
類

分
類

経
年
劣
化
事
象
の
傾
向

経
年
劣
化
事
象
の
例

AT
EN
Aガ
イド
へ

の
反
映

⻑
期
停
⽌
期

間
中
に
使
⽤

しな
い
機
器

等

保
管
状
態
次
第
で

経
年
劣
化
事
象

は
進
展
す
る
可
能
性

腐
⾷

⇒
停
⽌
中
も
進
⾏
す
る
可
能
性

添
付
資
料
①

想
定
要
否
を

「〇
×
」で
分
類

固
着

⇒
停
⽌
に
伴
い
進
⾏
す
る
可
能
性

経
年
劣
化
事
象

は
進
展
しな
い

中
性
⼦
照
射
脆
化
、疲

労

⻑
期
停
⽌
期

間
中
に
使
⽤

す
る
機
器
等

使
⽤
に
伴
い

経
年
劣
化
は
進
展

腐
⾷
（
全
⾯
腐
⾷
）

⇒
通
常
保
全
サ
イク
ル
と変

わ
りな
し

（
PL
M
学
会
標

準
参
照
）

摩
耗

⇒
通
常
よ
りも
使
⽤
頻
度
が
増
え
る
場
合

は
、通

常
保
全
サ
イク
ル
よ
りも
経
年
劣
化

事
象
程
度
が
⼤
き
くな
る
可
能
性

添
付
資
料
②

経
年
劣
化
は

進
展
（
緩
や
か
）

コン
クリ
ー
ト構

造
物
の
強
度
低
下

（
要
因
例
︓
中
性
化
、塩

分
浸
透
）

添
付
資
料
③
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3

⾼
経
年
化
対
策
上

着
⽬
す
べ
き
経
年
劣
化
事
象
※
１

が
想
定
され
る

Ye
s

No

プ
ラン
トの
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
有
す
る
全
て
の
機
器
・構
造
物

取
替
等
に
よ
る
機
能

回
復
が
困
難

Ye
s プ
ラ
ン
ト運

転
期
間
に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
取
替
困
難
な
機
器
・構
造
物

No

※
１
以
下
の
経
年
劣
化
事
象

①
低
サ
イク
ル
疲
労

②
中
性
⼦
照
射
脆
化

③
照
射
誘
起
型
応
⼒
腐
⾷
割
れ

④
２
相
ス
テ
ンレ
ス
鋼
の
熱
時
効

⑤
電
気
・計
装
品
の
絶
縁
低
下

⑥
コン
クリ
ー
トの
強
度
低
下
及
び
遮
蔽
能
⼒
低
下

⽇
常
保
全
⼜
は
技
術
評
価
に
よ
り、
経
年
劣
化
管
理
が
可
能
。

必
要
に
応
じ取

替
、補

修
等
に
よ
り機

能
維
持

その
他
の
経
年
劣
化
事
象
（
例
︓
腐
⾷
）

が
想
定
され
る
機
器

・原
⼦
炉
圧
⼒
容
器

・原
⼦
炉
格
納
容
器

・コ
ンク
リー
ト構

造
物

・原
⼦
炉
圧
⼒
容
器

・コ
ンク
リー
ト構

造
物

（
コン
クリ
ー
ト製

原
⼦
炉

格
納
容
器
含
む
）

参
考
︓
取
替
困
難
機
器
抽
出
フロ
ー

炉
内
構
造
物

冷
却
材
配
管

ケ
ー
ブ
ル
等

⾼
経
年
化
対
策
の
観
点

特
別
点
検
対
象
※
２

運
転
延
⻑
認
可

制
度
との
整
合

（
抽
出
機
器
の
例
）

・原
⼦
炉
圧
⼒
容
器
（
①
②
）

・炉
内
構
造
物
（
①
③
）

・冷
却
材
配
管
（
①
④
）

・ケ
ー
ブ
ル
（
⑤
）

・コ
ンク
リー
ト構

造
物
（
⑥
）

Ye
s

No

※
２
運
転
延
⻑
認
可
制
度
に
お
い
て
、

「取
替
困
難
な
設
備
・機
器
、構

造
物

等
」を
特
別
点
検
対
象
とし
て
い
る

・原
⼦
炉
圧
⼒
容
器

・原
⼦
炉
格
納
容
器

・コ
ンク
リー
ト構

造
物
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4

機
器
・構
造
物

経
年
劣
化
事
象

⻑
期
停
⽌
期
間
中
の
保
全
ポ
イン
ト

原
⼦
炉
圧
⼒
容
器

応
⼒
腐
⾷
割
れ

腐
⾷

⽔
質
管
理
等

原
⼦
炉
格
納
容
器

腐
⾷

塗
膜
管
理

コン
クリ
ー
ト構

造
物

中
性
化
、
塩
分
浸
透

定
期
的
な
点
検
（
⽬
視
点
検
）
及
び
必

要
に
応
じた
補
修
等

参
考
︓
別
添
A（

⻑
期
停
⽌
期
間
中
の
保
全
ポ
イ
ン
ト）

40




